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特集

その他の特集

都
城

市
民
の
願
い
が
か
な
う
南
九
州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ　

M
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みやこのじょう

◆未来へ残そう、きれいな水を！
◆学校運営協議会制度について
◆企業立地に対する優遇措置

◆新副市長、新副議長の紹介
◆民生委員・児童委員の一斉改選
◆農業用廃プラスチックのリサイクル

自
然
災
害
に
備
え
る
！



大
切
な
の
は
事
前
の
情
報
収
集

　

台
風
や
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
や
水

害
は
、
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
発

生
し
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
生
活
を
脅

か
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
も
平
成
22
年

７
月
の
集
中
豪
雨
が
西
岳
・
山
田
地
区

に
も
た
ら
し
た
被
害
は
、
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
自
然
災
害
か
ら
身
を
守
る

に
は
、
気
象
情
報
に
対
す
る
正
し
い
知

識
と
、
土
砂
災
害
な
ど
の
前
兆
を
知
る

と
い
っ
た
普
段
か
ら
の
情
報
収
集
が
大

切
で
す
。
特
に
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

地
域
で
土
砂
災
害
の
危
険
箇
所
が
な
い

か
、
ま
た
、
避
難
所
は
ど
こ
か
把
握
し

て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
災
害
時
に
も
早
め
の
情
報
収
集
が

被
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
す

　

市
で
は
、
自
然
災
害
が
予
測
さ
れ
る

と
き
は
、
防
災
行
政
無
線
で
の
連
絡
や

広
報
車
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
防
災
情
報

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宮

崎
県
防
災
・
防
犯
情
報
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
、Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

シ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
都
城
な
ど
で
も
必
要
な
情

報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

避
難
所
の
地
図
や
開
設
状
況
、
河
川
水

位
、
交
通
規
制
や
通
行
止
め
な
ど
の
情

報
を
掲
載
し
ま
す
。

本
市
は
、
新
燃
岳
火
山
災
害
や
ゲ
リ
ラ
豪

雨
災
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
経
験

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震

災
の
よ
う
な
、
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
大
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。

日
頃
か
ら
大
雨
や
台
風
、
地
震
な
ど
に
対

す
る
防
災
の
心
構
え
を
持
ち
、
事
前
の
準

備
を
整
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

危
機
管
理
課　

☎
23
ー
２
１
２
９

自
然
災
害
に

自
然
災
害
に

    
    　

備
え
る

　

備
え
る
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避
難
情
報
は
３
段
階

避
難
準
備
情
報　

豪
雨
や
台
風
が
接
近
し
危
険
な
状
態
が

予
測
さ
れ
る
と
き
に
発
表
し
ま
す
。
こ

の
と
き
「
避
難
の
準
備
を
す
る
と
と
も

に
、
災
害
時
要
援
護
者
の
人
は
避
難
を

開
始
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
避
難

所
へ
早
め
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
勧
告

災
害
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
と
き
に
発

令
し
ま
す
。
こ
の
と
き
「
危
険
な
状
態

に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
す
み
や
か

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
情
報

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
避
難
勧
告
が
発

令
さ
れ
た
地
域
の
人
は
、
指
定
さ
れ
た

避
難
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
指
示

さ
ら
に
危
険
が
切
迫
し
た
と
き
に
発
令

し
ま
す
。
こ
の
と
き
「
危
険
で
す
。
直

ち
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
情

報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
も
し
、
指
定

さ
れ
た
避
難
所
へ
避
難
す
る
余
裕
が
な

い
場
合
は
、
近
隣
の
安
全
な
場
所
へ
避

難
す
る
な
ど
、
命
を
守
る
最
低
限
の
行

動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

土
砂
災
害
に
備
え
て

　

崖
崩
れ
・
土
石
流
・
地
す
べ
り
な
ど

の
土
砂
災
害
は
、
一
瞬
で
人
命
を
奪
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

土
砂
災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る

箇
所
で
は
、
い
つ
災
害
が
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
対
策
工
事
を
し
て
い
て

も
、
全
て
の
土
砂
災
害
に
耐
え
得
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
土
砂
災
害
危
険
箇
所

で
は
、
早
め
の
避
難
が
一
番
で
す
。
土

砂
災
害
の
前
触
れ
に
気
付
い
た
と
き

は
、
近
く
の
指
定
さ
れ
た
避
難
所
や
安

全
な
親
戚
の
家
な
ど
に
早
め
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
の
前
触
れ

●
地
す
べ
り　

崖
か
ら
の
水
が
濁
る
。

崖
に
亀
裂
が
入
る
。
小
石
が
落
ち
て
く

る
。

　

も
し
、
在
宅
中
に
裏
山
な
ど
の
土
砂

災
害
の
前
触
れ
に
気
付
い
た
と
き
は
、

直
ち
に
安
全
な
場
所
へ
避
難
を
し
て
、

市
役
所
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
崖
崩
れ　

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き

る
。
沢
や
井
戸
の
水
が
濁
る
。
斜
面
か

ら
水
が
吹
き
出
す
。

●
土
石
流　

山
鳴
り
や
立
木
の
裂
け
る

音
や
石
の
ぶ
つ
か
り
合
う
音
が
聞
こ
え

る
。
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川
の

水
位
が
下
が
る
。
川
の
水
が
急
に
濁
り

流
木
が
混
ざ
り
始
め
る
。

◆災害全般・災害救助資金融資制度に関すること
　危機管理課　☎ 23－2129
◆水道の断水などに関すること
　水道局　☎ 23－4510
◆避難所に関すること
　生活文化課　☎ 23－7180
◆停電に関すること
　㈱九州電力都城営業所　☎ 0120－986－705
◆体が不自由な人の避難の手助けに関すること
　福祉課　☎ 23－2980
◆道路被害に関すること
　維持管理課　☎ 23－2752　都市計画課　☎ 23－2762
◆浸水家屋の消毒に関すること
　環境政策課　☎ 23－2130
◆り災証明に関すること
　危機管理課　☎ 23－2129　各総合支所地域振興課

　このメールサービスは、宮崎県の発信する気象情報
や各種防災・防犯情報のほかに都城市の発信する次の
情報が提供されます。
○避難準備情報　○避難勧告
○避難指示　　　○避難所の開設状況
○火災発生情報
○光化学スモッグ情報
○その他の重要災害情報
　登録方法は携帯電話またはパソコンから宮崎県防
災・防犯情報メールサービス（アドレス https: // 
www. fastalarm.jp/miyazaki/）に直接アクセスする
か、上記のＱＲコードからアクセスし、登録してくだ
さい。
※免責事項に留意の上、登録をお願いします
◎問い合わせ
　県危機管理課　☎0985ｰ26ｰ7064

●災害時の主な問い合わせ

●宮崎県防災・防犯メールに加入しましょう！
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自
主
防
災
の
必
要
性

　

東
日
本
大
震
災
で
は
地
震
に
加
え
、

津
波
が
も
た
ら
し
た
壊
滅
的
な
被
害
に

よ
り
、
行
政
や
消
防
、
警
察
な
ど
の
公

的
機
関
の
機
能
が
全
て
ス
ト
ッ
プ
し
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
被
害
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、
日
頃
か

ら
家
庭
内
で
、
非
常
時
の
連
絡
手
段
や

避
難
所
の
位
置
を
確
認
し
た
り
、
地
域

で
の
防
災
訓
練
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

し
た
り
し
な
が
ら
、
互
い
に
協
力
し
て

対
処
す
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

防
災
の
要
「
自
主
防
災
組
織
」

　

住
民
が
互
い
に
協
力
し
て
、
地
域

の
安
全
を
守
る
「
自
主
防
災
組
織
」。

地
域
の
実
情
を
知
り
、
互
い
に
助
け

合
う
精
神
に
基
づ
き
活
動
す
る
自
主

防
災
組
織
は
、
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
に
３
０
２
あ
る
自
治
公

民
館
の
中
で
２
０
７
の
自
主
防
災
組
織

が
結
成
さ
れ
て
い
て
、
地
域
の
防
災
の

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
災
害
時
に
は
、
身
近
な
情
報
や

市
役
所
な
ど
か
ら
の
伝
達
事
項
を
い
ち

早
く
地
域
住
民
に
知
ら
せ
た
り
、
災
害

の
状
況
に
応
じ
て
的
確
に
地
域
住
民
を

避
難
さ
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
中
に
は
、

地
区
ご
と
の
避
難
場
所
や
避
難
の
手
助

け
が
必
要
な
人
の
自
宅
な
ど
を
記
し
た

防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
組
織
も

あ
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
の
基
本
は
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」と
い
う
意
識
で
す
。
地
域
住
民
が
、

日
頃
か
ら
声
を
掛
け
合
う
な
ど
、
お
互

い
に
助
け
合
え
る
環
境
を
つ
く
っ
て
行

き
ま
し
ょ
う
。

　縄瀬地区は、大淀川や丸谷川な
どが合流する地点に位置すること
から、過去には川が氾濫して民家
などに被害を及ぼしました。そ
の対策として平成 18 年の集落内
無線放送設備の整備を契機に、共
和自治公民館では、自主防災組織
を立ち上げ、防災訓練などを毎年
行っています。
　河川の氾濫や地震などを想定し
た防災訓練では、無線による「訓
練開始！」を合図に各班長が住民
に声掛けを行い、避難所まで誘導
します。避難所では、火災を想定
した消火訓練や炊き出しなども行
われ、地域の連携強化にも繋がっ
ています。実際に、地域内で火災
が発生したときなどには、自発的
に炊き出しなどが行われるなど、
互いに助け合う「共助」の意識が
高まっています。

共和自治公民館長　
川畑　悦郎さん
（高崎町縄瀬）自主防災組織で使われている防災資機材

防災訓練を防災訓練を
地域づくりに地域づくりに
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施設の名称 所在地 連絡先

中央公民館 姫城町 7ｰ8 24ｰ5969

総合社会福祉センター 松元町 4ｰ17 25ｰ2123

小松原地区公民館 大王町 29ｰ6 24ｰ1900

東小学校 上東町 11ｰ20 22ｰ3481

祝吉地区公民館 郡元 1ｰ1ｰ4 23ｰ2890

水道局 下川東三丁目 3235 23ｰ4510

早水公園体育文化センター 早水町 3867 24ｰ6454

南九州大学都城キャンパス 立野町 3764ｰ1 21ｰ2111

五十市地区公民館 五十町 2284 23ｰ2184

長寿館 鷹尾三丁目 4523ｰ2 26ｰ0114

横市地区公民館 南横市町 3925ｰ3 25ｰ2257

勤労身体障害者
教養文化体育施設 都原町 3369 25ｰ2018

沖水地区公民館 太郎坊町 1839ｰ1 38ｰ1033

志和池地区公民館 上水流町 1536 36ｰ0519

乙房小学校 乙房町 1707 37ｰ0706

庄内地区公民館 庄内町 12692 37ｰ0888

吉之元小学校 吉之元町 4518 33ｰ1800

西岳地区体育館 高野町 2916 －

旧夏尾保育児童館 夏尾町 5430ｰ2 －

西岳小学校・クラブハウス 美川町 2928 33ｰ1602

夏尾小学校 夏尾町 6644 33ｰ1802

梅北小学校 梅北町 4687 39ｰ4195

中郷地区市民交流センター 安久町 6623 39ｰ0121

山之口多目的研修センター 山之口町山之口 3261ｰ3 57ｰ3377

山之口勤労福祉センター 山之口町花木 1934ｰ1 57ｰ3111

高城老人福祉館 高城町穂満坊 303ｰ2 58ｰ3279

高城運動公園総合体育館 高城町穂満坊 2492 58ｰ5514

石山体育センター 高城町石山 1109ｰ3 58ｰ5511

高城農村環境改善センター 高城町有水 2986ｰ1 59ｰ9955

高城多目的研修集会施設 高城町四家 1131ｰ3 55ｰ1144

山田総合福祉センター
（けねじゅ苑）

山田町山田 4319ｰ2 64ｰ2200

縄瀬地区活性化センター 高崎町縄瀬 1823ｰ3 62ｰ0319

笛水小中学校体育館
クラブハウス

高崎町笛水 959 62ｰ0539

高崎福祉保健センター 高崎町大牟田 1340ｰ3 62ｰ4411

避
難
所
へ
避
難
し
た
と
き
は
、
次
の
７
つ
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
少
し

で
も
過
ご
し
や
す
い
環
境
と
な
る
よ
う
互
い
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

①
避
難
者
情
報
の
登
録

避
難
者
の
情
報
を
家
族
単
位
で

把
握
す
る
た
め
、
避
難
者
カ
ー

ド
に
必
要
な
情
報
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い

②
避
難
所
運
営
へ
の
協
力

避
難
所
は
、
地
域
で
利
用
す
る
防

災
拠
点
で
す
。
避
難
生
活
が
長
期

に
な
る
場
合
に
は
、
当
番
に
参
加

す
る
な
ど
自
主
的
に
避
難
所
運
営

に
協
力
し
ま
し
ょ
う

③
事
務
室
な
ど
の
利
用
制
限

事
務
室
や
調
理
室
な
ど
、
避
難
者

で
共
用
す
る
部
屋
は
、
個
人
的
な

使
用
は
で
き
ま
せ
ん 

④
食
料
や
生
活
物
資
の
配
給

食
料
、
生
活
物
資
の
配
給
は
、
次

の
通
り
行
い
ま
す

【
風
水
害
の
場
合
】

●
一
時
的
な
避
難
の
場
合（
１
晩
程
度
）

は
、
３
食
分
の
食
料
や
毛
布
・
タ

オ
ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

●
避
難
生
活
が
長
期
に
な
る
場
合
や

強
い
風
雨
が
長
時
間
（
２
晩
以
上
）

続
く
場
合
は
、
市
が
必
要
に
応
じ

て
非
常
食
や
物
資
を
準
備
し
ま
す

※
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ

た
地
区
は
、
別
途
対
応
し
ま
す

【
地
震
・
火
山
災
害
の
場
合
】　

●
生
活
物
資
は
避
難
し
た
家
族
ご
と
に

配
給
し
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
な
場

合
を
除
き
、
原
則
、
全
員
分
の
生

活
物
資
が
確
保
で
き
る
ま
で
は
配

給
し
ま
せ
ん

⑤
仮
設
公
衆
電
話
な
ど
の
利
用

仮
設
公
衆
電
話
な
ど
が
設
置
さ
れ

た
時
は
、
緊
急
性
の
あ
る
場
合
の

み
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
電
話

回
線
が
混
み
合
う
た
め
災
害
用
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
１
７
１
）
の
活

用
も
お
願
い
し
ま
す

⑥
ペ
ッ
ト
の
持
ち
込
み
は
禁
止

犬
、
猫
な
ど
の
動
物
を
屋
内
に
持
ち

込
む
こ
と
は
禁
止
し
ま
す
。
知
人
や

ペ
ッ
ト
ホ
テ
ル
に
預
け
る
な
ど
の
対

応
を
お
願
い
し
ま
す

⑦
喫
煙
の
制
限

所
定
の
場
所
以
外
で
の
喫
煙
は
禁

止
し
ま
す
。
ま
た
、
火
の
取
り
扱

い
も
厳
禁
で
す

※一次避難所は、台風など段階的に災害の発生が予測される場
　合に、優先して開設する避難所です。二次避難所については、
　市のホームページや防災マップで確認してください

都城市の指定避難所「一次避難所」
　　　　　　　　　　　平成 25 年４月現在 避

難
所
生
活
の
ル
ー
ル
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平
成
平
成
2323
年
の
大
淀
川
の
水
質
は
、
九
州
の
一
級
河
川

年
の
大
淀
川
の
水
質
は
、
九
州
の
一
級
河
川
2626
河
川
中

河
川
中
2121
位
と
な
っ
て
い

位
と
な
っ
て
い

て
、
良
い
状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
大
切
な
水
資
源
を
未
来
へ
引
き
継
い
で
い
く

て
、
良
い
状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
大
切
な
水
資
源
を
未
来
へ
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
、
大
淀
川
流
域
の
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
た
河
川
浄
化
に
向
け
て
の
取
り

た
め
に
、
大
淀
川
流
域
の
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
た
河
川
浄
化
に
向
け
て
の
取
り

組
み
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

組
み
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
に
接
続
し
て

河
川
環
境
を
改
善
し
ま
し
ょ
う

　

市
に
は
、
現
在
、
６
つ
の
下
水

道
処
理
区
が
あ
り
、
処
理
面
積
は

２
、１
８
９
・
４
㌶
、
処
理
人
口
は

６
９
、８
６
９
人
と
な
っ
て
い
て
、
そ

の
う
ち
下
水
道
に
接
続
し
て
い
る
割
合

は
78
・
96
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
新
し
く
下
水
道
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
該
当
区
域
に
住
ん
で
い
る

人
は
、
下
水
道
へ
の
速
や
か
な
接
続
に

協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
で
に
下
水

道
供
用
区
域
に
住
ん
で
い
て
接
続
が
ま

だ
の
人
も
、
早
め
の
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

下
水
道
の
役
割

○
河
川
の
水
質
が
改
善
で
き
ま
す

家
庭
の
ト
イ
レ
や
台
所
、
風
呂
場
、

洗
面
所
な
ど
の
生
活
排
水
や
工
場

排
水
を
、
終
末
処
理
場
で
き
れ
い

な
水
に
し
て
、
河
川
の
汚
れ
を
防

ぎ
ま
す
。

○
悪
臭
や
害
虫
の
発
生
を
抑
え
ま
す

生
活
排
水
や
工
場
排
水
が
道
路
の

側
溝
に
流
さ
れ
な
く
な
る
の
で
、
悪

臭
が
な
く
な
り
ハ
エ
や
蚊
な
ど
害

虫
の
発
生
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
に

下
水
道
の
供
用
を
開
始
し
た
区
域

（
平
成
24
年
度　

下
水
道
工
事
完
成
区
域
）

●
都
城
処
理
区

　

一
万
城
町
・
広
原
町
・
早
水
町
・

　

志
比
田
町
の
一
部

平
成
25
年
度
公
共
下
水
道
工
事

予
定
箇
所

●
都
城
処
理
区

　

一
万
城
町
・
広
原
町
・
早
水
町
・

　

志
比
田
町
の
一
部

接
続
工
事
は
指
定
工
事
店
で

　

接
続
工
事
は
、
必
ず
市
の
指
定
工
事

店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事

店
は
、
後
で
不
具
合
が
生
じ
な
い
よ
う

排
水
設
備
の
構
造
な
ど
細
か
な
点
ま
で

市
の
指
導
を
受
け
て
い
て
、
そ
の
後
の

融
資
申
請
を
含
む
全
て
の
手
続
き
を
行

い
ま
す
。

　

な
お
、
指
定
工
事
店
以
外
が
工
事
を

行
う
と
違
反
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

中
央
・
都
城
処
理
区
に
つ
い
て

　

下
水
道
課　

☎
23-

５
９
２
１

　

各
総
合
支
所
管
内
の
処
理
区
に
つ
い
て

　

各
総
合
支
所
建
設
課

平
成
23
年
の
大
淀
川
の
水
質
は
、
九
州
の
一
級
河
川
26
河
川
中
21
位
と
な
っ
て
い

て
、
良
い
状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
大
切
な
水
資
源
を
未
来
へ
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
、
大
淀
川
流
域
の
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
た
河
川
浄
化
に
向
け
て
の
取
り

組
み
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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地
下
水
を
守
る
た
め
に

で
き
る
こ
と

　

私
た
ち
の
生
活
は
、
路
面
舗
装
や
排

水
設
備
の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、

快
適
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
方

で
は
雨
水
が
地
下
に
浸
透
し
な
い
ま
ま

河
川
に
流
れ
込
む
こ
と
か
ら
、
将
来
的

に
、
水
量
の
減
少
な
ど
地
下
水
資
源
へ

の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
私
た
ち
の
貴
重
な

財
産
で
あ
る
地
下
水
を
将
来
に
わ
た
っ

て
守
っ
て
い
く
た
め
、
雨
水
貯
留
施
設

（
雨
水
貯
留
槽
な
ど
）
お
よ
び
小
規
模

雨
水
浸
透
施
設
（
雨
水
浸
透
升
な
ど
）

を
設
置
す
る
人
に
対
し
て
、
設
置
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

雨
水
貯
留
施
設
へ
の
補
助

　

補
助
対
象
と
な
る
雨
水
貯
留
施
設
は

流
入
前
の
ご
み
取
り
装
置
や
オ
ー
バ
ー

フ
ロ
ー
配
管
、
水
栓
を
備
え
た
１
０
０

㍑
以
上
の
雨
水
を
貯
留
で
き
る
簡
易
な

施
設
で
す
。

●
補
助
対
象
者　

市
内
に
居
住
し
て
い

る
人
（
個
人
の
み
）

●
地
域　

市
内
全
域

●
補
助
金
額　

設
置
工
事
に
要
し
た
費

用
の
３
分
の
１
（
上
限
３
万
円
）
で
、

設
置
基
数
は
１
戸
に
つ
き
１
基

※
補
助
基
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

受
け
付
け
は
先
着
順
で
す
の
で
、
早

め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
補
助

を
受
け
た
い
人
は
、
必
ず
設
置
工

事
前
に
森
林
保
全
課
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

井
戸
水
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

市
で
は
井
戸
の
硝
酸
態
窒
素
濃
度
の

水
質
検
査
（
無
料
）
を
年
数
回
、
継
続

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

基
準
値
を
超
え
る
井
戸
は
徐
々
に

減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
も

基
準
値
を
超
え
て
い
る
井
戸
が
あ
り

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
森
林
保
全
課
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
検
査
を

継
続
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

※
硝
酸
態
窒
素
は
細
菌
や
大
腸
菌
な
ど

と
は
異
な
り
、
煮
沸
し
て
も
取
り

除
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

◎
問
い
合
わ
せ

　

森
林
保
全
課　

☎
23-

２
１
５
２

エコキュート導入で不要となった電気
温水器も雨水貯留槽に転用できます。

　わが家で設置した貯留槽
は、専用のタンクに水栓など
を取り付けた手作り。容量も
大きく、花壇の水やりや芝生
の散水などに使っています。
環境に優しいのはもちろん、
節水にも役立つので、今で
はタンクに水がたまる雨の
日が楽しみなくらいです。

左
さこん

近充
じゅう

京子さん（一万城町）

雨水貯留施設の設置例
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榎
え の き

木　智
と も ゆ き

幸
（56歳）

児
こ だ ま

玉　宏
ひ ろ の り

紀
（61歳）

　このたび、副議長に就任いたしました。
これから１年間、円滑な議会運営と各会派
間の調整、さらには市民の皆様に分かりや
すく身近な議会となるよう、議長の補佐役
として、これまでの経験を生かし精一杯取
り組んでまいります。
　市民の皆様の多くの議会傍聴をお待ち
しております。

　４月１日付けで事業担当副市長を拝命
いたしました。池田市長が目指す「スマイ
ルシティ都城」の実現に向け、市長を補佐
しながら、これまでに培った国や県とのパ
イプなどを最大限に活用し、市政発展のた
めに全力を尽くしてまいります。
　市民の皆様のご指導をよろしくお願い
いたします。

都
城
市
学
校
運
営
協
議
会
制
度
が

始
ま
り
ま
す

学
校
と
地
域
の
人
た
ち
が
一
緒
に
子
ど

も
た
ち
を
育
て
「
地
域
に
開
か
れ
た
信

頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
」
を
目
指
す
都

城
市
学
校
運
営
協
議
会
。
今
後
、
皆
さ

ん
の
声
を
学
校
運
営
に
反
映
さ
せ
る
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課　

☎
23-

９
５
４
４

学
校
運
営
協
議
会
制
度
と
は 

？

　

国
で
は
、
学
校
づ
く
り
の
取
り
組
み

と
し
て
、
平
成
16
年
度
か
ら
学
校
運
営

協
議
会
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
委

員
に
は
、
一
定
の
権
限
と
責
任
が
与
え

ら
れ
、
学
校
運
営
の
基
本
方
針
や
教
育

活
動
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
り
、
授

業
や
学
校
行
事
へ
の
支
援
な
ど
を
行
っ

た
り
し
て
、
学
校
の
課
題
解
決
に
参
画

し
ま
す
。

学
校
運
営
協
議
会
制
度
が
導
入

さ
れ
る
と
ど
の
よ
う
な
活
動
が

行
わ
れ
ま
す
か
？

　

全
国
で
、
学
校
や
地
域
の
特
性
に
合

わ
せ
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
田
中
学
校

で
は
、
開
か
れ
た

学
校
に
し
た
い

と
い
う
思
い
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、

地
域
に
貢
献
す
る
た
め
に
平
成
24
年

度
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ス
タ
ー
認
定

制
度
を
導
入
。
認
定
を
受
け
た
生
徒

を
中
心
に
、
高
齢
者
施
設
や
保
育
所

へ
の
訪
問
、
募
金
活
動
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、

お
互
い
の
「
顔
」
が
見
え
、
地
域
と

学
校
の
距
離
が
縮
ま
り
一
体
感
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
が

無
償
で
何
が
で
き
る
の
か
自
分
た
ち

で
考
え
、
行
動
し
、
そ
の
結
果
、
地

域
と
の
強
い
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し

た
。 山

田
中
学
校
の
取
り
組
み

第８代
都城市議会副議長 事業担当副市長

国立七尾海員学校卒業。会社員。
旧山之口町議会議員を３期、新市
になって２期、通算５期。総務委
員会委員長や議会改革特別委員会
委員長を歴任。※山之口町出身

熊本大学卒業。昭和 50 年７月宮
崎県庁に入庁。平成 22 年４月県
土整備部長。平成24年３月県退職。
同年４月県建設技術推進機構理事
長。※宮崎市佐土原町出身

新
た
に
就
任
し
ま
し
た

新
た
に
就
任
し
ま
し
た

プロフィル プロフィル

市民の皆様へ 市民の皆様へ

●
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
活
用
事
業

　

天
体
や
書
道
な
ど
、
専
門
的
な
知
識

を
持
つ
人
に
、
授
業
の
お
手
伝
い
を
し

て
も
ら
い
ま
す
。

●
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
先
生

　

夏
休
み
の
指
導
に
参
加
し
、
個
別
に

学
習
を
支
援
を
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

行
わ
れ
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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民生委員・児童委員が民生委員・児童委員が
一斉に改選されます一斉に改選されます

　

現
在
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ

び
主
任
児
童
委
員
の
任
期
は
、
平
成
25

年
11
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
全
国
一
斉
に
改
選
の
手

続
き
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

前
回
の
一
斉
改
選
以
降
、
欠
員
の
と

こ
ろ
も
あ
り
、
各
種
の
福
祉
活
動
に
支

障
が
出
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
補

充
配
置
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
適

任
者
に
つ
い
て
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　

民
生
委
員
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を

も
っ
て
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て

相
談
に
応
じ
、必
要
な
手
助
け
を
行
い
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
児
童
福
祉
法
の
定
め
で
、
民

生
委
員
は
、
同
時
に
児
童
委
員
も
担
い

ま
す
の
で
、
両
方
の
立
場
を
示
す
「
民

生
委
員
・
児
童
委
員
」
と
し
て
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
と
は

　

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
の
福
祉
に

関
す
る
行
政
機
関
と
児
童
委
員
と
の
連

絡
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
児
童
委
員

の
活
動
に
対
す
る
援
助
や
協
力
を
行
っ

て
い
ま
す
。

委
員
の
任
期
・
活
動
に
つ
い
て

　

新
し
い
委
員
の
任
期
は
、
平
成
25
年

12
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
11
月
30
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

　

な
お
、
委
員
の
具
体
的
な
活
動
と
し

て
は
、次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
相
談
活
動

②
調
査
活
動

③
活
動
の
記
録
お
よ
び
報
告

④
福
祉
票
の
作
成
、
活
用
お
よ
び
保
管

⑤
証
明
事
務

⑥
人
権
・
同
和
問
題
へ
の
対
応
お
よ
び

地
域
福
祉
活
動

⑦
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
申
し
込

み
手
続
き

⑧
募
金
活
動
へ
の
協
力
な
ど

委
員
の
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

　

委
員
に
は
、
法
律
に
よ
り
給
与
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
委
員
と
し
て
の
活
動
に
通

信
費
や
交
通
費
な
ど
の
経
費
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
月
額
９
、７
０
０
円
の
活

動
費
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

事
実
上
、
委
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

民生委員・児童委員民生委員・児童委員がが
一斉に改選されます一斉に改選されます

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
都

道
府
県
知
事
の
推
薦
に
基
づ
い

て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱
す
る

特
別
職
の
公
務
員
で
す
。　
　

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
的
な

役
割
を
担
う
た
め
、
地
域
福
祉

活
動
に
密
接
な

か
か
わ
り
を
持

つ
自
治
公
民
館

の
単
位
で
構
成

す
る
推
薦
準
備

会
か
ら
推
薦
さ

れ
ま
す
。

委
嘱
・
改
選
手
続
き

な
ど
の
流
れ

47%36%

11%

6%6%

■ 高齢者に関すること
■ 障害者に関すること
■ 子どもに関すること
■ その他

H23年度
相談・支援の状況

地域の身近な相談役

◎問い合わせ　福祉課　☎ 23 ｰ 2980
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企
業
の
初
期
投
資
を
軽
減
す
る
こ
と
で

雇
用
を
拡
大
し
、
経
済
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
市
外

か
ら
の
進
出
企
業
だ
け
で
は
な
く
、
地

場
企
業
も
含
め
て
製
造
業
な
ど
の
工
場
や

流
通
施
設
な
ど
を
対
象
に
支
援
し
ま
す
。

　
企
業
立
地
促
進
の
た
め
の

優
遇
措
置

　

対　

象

●
製
造
業
な
ど
の
工
場

投
下
資
本
が
２
、３
０
０
万
円
を
超

え
る
も
の
、
雇
用
増
加
５
人
以
上

●
流
通
施
設
な
ど

投
下
資
本
が
５
、０
０
０
万
円
を
超

え
る
も
の
、
雇
用
増
加
５
人
以
上

●
試
験
研
究
施
設
な
ど

投
下
資
本
が
２
、０
０
０
万
円
を
超

え
る
も
の
、
雇
用
増
加
５
人
以
上

●
観
光
施
設
な
ど

投
下
資
本
が
１
億
円
を
超
え
る
も

の
、
雇
用
増
加
15
人
以
上

●
情
報
サ
ー
ビ
ス
施
設

投
下
資
本
要
件
な
し
、
雇
用
増
加

５
人
以
上

　

支
援
の
内
容

●
固
定
資
産
税
の
免
除　

３
年
間

●
雇
用
奨
励
金　

１
人
20
万
円

（
限
度
額
２
、０
０
０
万
円
）

●
用
地
取
得
補
助
金　

50
㌫

（
限
度
額
５
、０
０
０
万
円
）

※
高
木
・
石
山
工
業
団
地
、
都
城

イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
大
井
手
地

区
に
つ
い
て
は
１
億
円

●
関
連
施
設
整
備
補
助
金

事
業
費
の
50
㌫

（
限
度
額
２
、０
０
０
万
円
）

利
便
性
の
高
い
工
業
団
地

　

現
在
、
市
で
は
２
つ
の
工
業
団
地
を

分
譲
中
で
す
。
ま
た
、
大
型
の
工
業
団

地
で
あ
る「
都
城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
」

を
現
在
整
備
中
で
、
大
井
手
地
区
に
つ

い
て
は
平
成
25
年
度
か
ら
、
穂
満
坊
地

区
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
分

譲
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

①
高
木
工
業
団
地
（
３
区
画
）

分
譲
面
積　

３
万
２
、０
３
１
平
方
㍍

②
石
山
工
業
団
地
（
２
区
画
）

分
譲
面
積　

１
万
４
、８
７
６
平
方
㍍

市
内
で
工
場
な
ど
を
営
む
経
営
者
の
皆
さ
ん
へ

本
市
の
企
業
立
地
状
況

　

平
成
18
年
の
合
併
以
降
、
本
市
で
は

45
件
の
企
業
立
地
が
実
現
し
ま
し
た
。

製
造
業
や
道
路
貨
物
運
送
業
、卸
売
業
、

食
品
加
工
業
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
進
出

の
み
な
ら
ず
、
地
場
企
業
や
既
存
の
進

出
企
業
の
増
設
な
ど
に
よ
り
、
市
内
の

雇
用
機
会
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

優
遇
措
置
は
地
場
企
業
も
対
象

　

市
で
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た

企
業
を
立
地
企
業
と
し
て
指
定
し
、
実

績
に
応
じ
て
税
の
免
除
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
支
援
制
度
は
、

ご
存
じ
で
す
か
？

企
業
立
地
に
対
す
る
優
遇
措
置

市
で
は
、
雇
用
拡
大
と
産
業
振
興
に

よ
る
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
、

一
定
の
要
件
を
ク
リ
ア
し
た
地
場
企

業
に
優
遇
措
置
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

工
業
振
興
課

　

☎
23-
２
７
５
３

102013.5



廃ポリフィルムや廃ビニールなどの農業用廃プラスチックは「産業廃棄物」であるため、農業経営者が
自己責任で適正に処理するよう法律によって義務付けられています。
不法焼却や不法投棄をすると、5年以下の懲役または1,000万円以下の罰金が科せられます。
また、被覆資材や収穫後の使用済み廃プラスチックなど、強風で飛散しないよう注意しましょう。
◎問い合わせ　都城市農業用廃プラスチック適正処理対策推進協議会（農産園芸課内）☎ 23ｰ2425

肥料袋、農薬袋、ベーラーラップ、暖房用ダクト、ＰＯ系フィルム、谷シート、
ポリポット、ポリマルチ、かん水チューブ、不織布など

廃ポリフィルムなどのリサイクル収集日程

塩化ビニール のリサイクル収集日程

ハウスビニールなど（「農ビ」の表示あり）

①黒いサイロビニール、ブルーシート、セルトレイ、育苗箱、農薬ビン、ハウスバンド
　などの収集は行いませんので、産業廃棄物処分場で適正に処理してください。
②初めての人は、委任状作成のため印鑑（スタンプ式を除く）を持参ください。
③よく乾燥させ、同種の資材で縛って搬出してください。

収集日 収集場所 収集時間
５月 ９日（木）・23 日（木）

都城北諸地区清掃公社　都北営業所
（三股町大字蓼池 4439 番地 1） 14:00 ～ 16:00６月 ６日（木）・20 日（木）

７月

11 日（木）

23 日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター
（上長飯町 883）

９:00 ～ 16:0024 日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
（高城町有水 2918－2）

25 日（木） アグリセンター都城　山田農産センター
（山田町山田 2481）

８月 ８日（木）・22 日（木）

都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14:00 ～ 16:00
９月 12 日（木）・26 日（木）
10 月 10 日（木）・24 日（木）
11 月 ７日（木）・21 日（木）

12 月

５日（木）
10 日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター

９:00 ～ 16:0011 日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
12 日（木） アグリセンター都城　山田農産センター

平成 26 年１月 ９日（木）・23 日（木）
都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14:00 ～ 16:00平成 26 年２月 ６日（木）・20 日（木）

平成 26 年３月 ６日（木）・20 日（木）
※費用…１kg当たり 22 円５銭（デポジット券または現金にて徴収）

収集日 収集場所 収集時間

８月
27 日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター

13:30 ～ 16:00

28 日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
29 日（木） アグリセンター都城　山田農産センター

平成 26 年１月
14 日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター
15 日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
16 日（木） アグリセンター都城　山田農産センター
※費用…１kg当たり６円 30 銭（デポジット券または現金にて徴収）

農業用廃プラスチックは、保存版

収集対象

収集対象

注意
事項
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手
づ
く
り
の
紙
芝
居
で
魅
力
発
信

関
之
尾
滝
の
紙
芝
居

関
之
尾
滝
の
魅
力
を
伝
え
る
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
関
之
尾
む
か
え
び

と
の
会
（
花
原
恵
子
会
長
）
に
よ
る
紙

芝
居
の
初
披
露
が
３
月
13
日
、
庄
内
小

学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
幅
広
い
世
代

の
人
に
関
之
尾
滝
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
昨
年
２
月
か
ら
制
作
。
滝
に

ま
つ
わ
る
恋
物
語
の
「
お
雪
さ
ん
」
や

庄
内
川
か
ら
農
業
用
水
を
引
く
事
業
を

成
し
遂
げ
た
「
坂
元
源げ

ん
べ
え

兵
衛
」
の
話
な

ど
、
３
編
を
紹
介
し
ま
し
た
。
花
房

桃も
も
か花
さ
ん
（
４
年
）
は
「
関
之
尾
に
関

す
る
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
次

は
読
む
練
習
を
し
て
紙
芝
居
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
つ
な
ぐ
緑

ど
ん
ぐ
り
１
０
０
０
年
の
森
植
樹
会

３
月
17
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ど
ん
ぐ
り

１
０
０
０
年
の
森
を
つ
く
る
会
主
催
の

植
樹
会
が
高
城
町
四
家
地
区
の
国
有
林

内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
17
回
目
と
な

る
今
回
は
、
市
内
外
か
ら
家
族
連
れ
な

ど
約
６
４
０
人
が
参
加
。
参
加
者
ら

は
、
苗
木
の
植
栽
方
法
の
説
明
を
受
け

た
後
、
１
・
93
㌶
の
区
画
に
山
ぐ
わ
や

ス
コ 

ッ
プ
を
使
っ
て
、
ク
ヌ
ギ
や
カ
シ

な
ど
の
苗
木
６
、０
０
０
本
を
植
樹
し

ま
し
た
。
堀
之
内
優
子
さ
ん
（
山
之
口

町
花
木
）
は
「
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い

未
来
に
向
か
っ
て
、
苗
木
が
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
植
え
ま
し

た
」
と
願
い
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、今
年
の
幸
運
は
誰
の
手
に
？

さ
く
ら
福
男・福
女

今
年
１
年
の
運
を
占
う
さ
く
ら
福

男
・
福
女
が
３
月
30
日
、
も
ち
お
桜
ま

つ
り
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
４
回

目
と
な
る
今
年
は
、
男
性
33
人
、
女
性

22
人
が
参
加
。
参
加
者
ら
は
、
桜
並
木

を
通
り
抜
け
、
２
９
０
段
の
石
段
を
駆

け
登
り
母
智
丘
神
社
本
殿
ま
で
の
約
２

㌔
の
コ
ー
ス
で
１
番
福
を
目
指
し
て
い

ま
し
た
。
祝
吉
中
陸
上
部
顧
問
の
今
村

正ま
さ
み美

さ
ん
（
三
股
町
）
は
「
景
色
を
楽

し
む
余
裕
は
な
か
っ
た
が
、
教
え
子
３

人
が
上
位
に
入
賞
し
た
の
で
う
れ
し
い
。

来
年
は
、
生
徒
に
負
け
な
い
よ
う
に
上

位
を
目
指
し
て
走
り
た
い
」
と
来
年
へ

の
意
気
込
み
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

体
育
館
が
巨
大
な
弓
道
場
に
大
変
身

第
26
回
都
城
弓
ま
つ
り
全
国
弓
道
大
会

竹
弓
の
生
産
日
本
一
の
ま
ち
都
城
を

全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
全
国
弓
道
大

会
が
３
月
23
日
・
24
日
、
早
水
公
園
体

育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
の
愛
好
家
約
２
、８
０
０
人

が
出
場
。
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
の

部
に
分
か
れ
、
練
習
の
成
果
を
競
い
合

い
ま
し
た
。
選
手
ら
は
28
㍍
先
の
的
に

狙
い
を
定
め
、
気
を
落
ち
着
か
せ
な
が

ら
矢
を
射
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会

場
で
は
都
城
大
弓
の
展
示
販
売
も
行
わ

れ
、
川
井
田
一
郎
さ
ん
（
鹿
児
島
県
姶

良
市
）
は
「
魅
力
的
な
弓
を
た
く
さ
ん

見
ら
れ
て
楽
し
い
で
す
」
と
ず
ら
り
と

並
ん
だ
弓
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

City of Miyakonojo Topics
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平
和
の
尊
さ
語
り
継
ぐ

都
城
市
特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
慰
霊
祭

太
平
洋
戦
争
末
期
、
旧
都
城
西
・
東

飛
行
場
か
ら
出
撃
し
た
特
攻
隊
員
ら
を

追
悼
す
る
特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
慰
霊
祭

が
４
月
６
日
、
都
島
公
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
同
慰
霊
祭
は
、
毎
年
、
西
飛
行

場
か
ら
特
攻
隊
第
一
陣
が
出
撃
し
た
昭

和
20
年
４
月
６
日
に
合
わ
せ
て
行
わ

れ
、
県
内
外
か
ら
遺
族
や
関
係
者
ら
約

３
７
０
人
が
出
席
。
黙
と
う
や
献
花
な

ど
の
後
、
池
田
真ま

の

か
乃
花
さ
ん
（
西
中
３

年
）
が
「
私
た
ち
は
、
幸
せ
で
あ
る
今

に
も
っ
と
感
謝
す
べ
き
で
す
。
戦
争
の

悲
し
み
と
平
和
へ
の
感
謝
を
い
つ
ま
で

も
伝
え
続
け
て
い
き
た
い
」
と
平
和
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
朗
読
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
声
、お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
！

市
長
と
語
ろ
う
！　
ス
マ
イ
ル・ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
し
、
市
政
へ
の
理
解
、
関
心
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
市
長
と
語
ろ
う
！

ス
マ
イ
ル
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
４
月
16

日
、
中
郷
地
区
公
民
館
を
皮
切
り
に
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
、
池
田
市

長
が
就
任
後
、
市
内
15
地
区
を
回
る
初

の
取
り
組
み
で
、
地
域
住
民
ら
約
80
人

が
参
加
。
市
長
の
説
明
の
後
、
参
加
者

か
ら
観
光
や
畜
産
の
振
興
、
市
有
地
の

活
用
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
り
、
活
発
に
質
問

や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

後
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
広
報
都
城
で

随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
域
の
安
全
は
我
々
が
守
る

都
城
市
消
防
団
入
団
式

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
消
防
団

員
の
入
団
式
が
４
月
７
日
、
消
防
局
屋

内
訓
練
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
21
歳
か

ら
53
歳
ま
で
76
人
が
入
団
。
新
入
団
員

ら
は
今
後
、
火
災
や
台
風
な
ど
の
自
然

災
害
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
、
厳
し
い

訓
練
に
臨
み
ま
す
。
式
典
で
は
、
池
田

市
長
が
「
消
防
団
員
は
、
地
域
の
安
全

を
最
前
線
で
守
る
重
要
な
役
割
。
今
日

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
地
域
の
た
め
に

尽
く
し
て
ほ
し
い
」
と
訓
示
。
新
入
団

員
を
代
表
し
て
宣
誓
し
た
巢
立
誠せ

い

悟ご

さ

ん
（
岩
満
町
）
は
「
消
防
団
員
と
し
て

の
誇
り
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
き
た

い
」
と
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

起
伏
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
を
走
り
抜
け
る

都
城
さ
く
ら
マ
ラ
ソ
ン

地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
高
校
生

ら
約
２
５
０
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
運
営
を
支
え
る
都
城
さ
く
ら
マ
ラ
ソ

ン
が
３
月
31
日
、
高
城
運
動
公
園
を
発

着
に
行
わ
れ
ま
し
た
。年
代
別
の
３
㌔
・

５
㌔
・
10
㌔
・
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部

に
２
、０
１
５
人
が
参
加
。
参
加
者
ら

は
、
起
伏
に
富
ん
だ
コ
ー
ス
に
苦
労
し

な
が
ら
も
、
心
地
よ
い
春
風
を
感
じ
な

が
ら
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
３
㌔

の
小
学
校
３
・
４
年
生
男
子
の
部
で
優

勝
し
た
柳
か
な
と
く
ん
（
鹿
児
島
県
肝

付
町
）
は
「
今
回
は
11
分
台
だ
っ
た
け

ど
、
次
は
10
分
台
を
目
指
し
た
い
」
と

次
の
目
標
を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。
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都
城
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
よ

う
と
市
が
、
今
年
度
新
た
に
設

け
た
「
み
や
こ
ん
じ
ょ
大
使
」。
そ
の

第
１
号
と
し
て
委
嘱
を
受
け
た
の
が
、

プ
ロ
の
チ
ン
ド
ン
屋「
花
ふ
ぶ
き
一
座
」

座
長
の
宮
田
若
奈
さ
ん
（
志
比
田
町
・

42
歳
）
で
す
。

宮
田
さ
ん
は
、
都
農
町
の
出
身
。
教

員
を
目
指
し
て
関
西
の
大
学
で
学
ん
だ

後
、
県
内
企
業
に
就
職
し
た
宮
田
さ
ん

は
、
そ
の
後
、
結
婚
を
機
に
移
り
住
ん

だ
大
阪
で
「
チ
ン
ド
ン
」
に
出
会
い
、

そ
の
魅
力
に
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ

の
と
き
弟
子
入
り
し
た
「
な
に
わ
屋
」

で
の
３
年
に
及
ぶ
厳
し
い
修
行
に
耐

え
、
夫
の
故
郷
で
あ
る
都
城
で
「
花
ふ

ぶ
き
」
一
座
を
旗
揚
げ
し
ま
し
た
。

「
人
に
笑
顔
を
与
え
ら
れ
る
日
本
一

に
な
る
こ
と
」
を
目
指
す
宮
田
さ
ん
。

20
歳
の
と
き
に
立
て
た
こ
の
目
標
を
達

成
す
る
た
め
、
誰
に
も
負
け
な
い
「
笑

顔
」
を
武
器
に
、
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト

や
祭
り
の
会
場
な
ど
で
、
興
行
を
こ
な

す
慌
た
だ
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
チ
ン
ド
ン
屋
と
し
て
歩
ん
で
き
た

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
「
家
族
の
理
解

が
あ
っ
て
で
き
る
こ
と
。
支
え
て
く
れ

る
家
族
の
た
め
に
も
、
日
本
一
の
チ
ン

ド
ン
屋
を
目
指
し
て
稽
古
に
励
み
た

い
」
と
気
持
ち
を
引
き
締
め
ま
す
。

４
月
５
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た
っ
て

富
山
県
で
開
催
さ
れ
た
「
全
日
本
チ
ン

ド
ン
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出
場
し
た
宮
田

さ
ん
。
同
大
会
で
、
見
事
入
賞
を
果
た

し
「
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
笑
顔
の
花

を
咲
か
せ
る
プ
ロ
の
チ
ン
ド
ン
屋
と
し

て
、
精
進
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
見

せ
ま
す
。

み
や
こ
ん
じ
ょ
大
使
と
し
て
の
活
動

に
つ
い
て
宮
田
さ
ん
は
「
都
城
の
温
暖

な
気
候
が
育
む
お
い
し
い
肉
や
野
菜
、

観
光
資
源
な
ど
の
魅
力
、
そ
し
て
何
よ

り
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
さ
と
笑
顔

を
、
全
国
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
抱
負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
、
市
で
は
、
市
内
在
住
者
も
含

め
、
都
城
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
人

に
み
や
こ
ん
じ
ょ
大
使
を
委
嘱
し
、
都

城
の
魅
力
を
県
内
外
に
発
信
し
て
い
き

ま
す
。　

幸せの花咲かせます！

宮田 若奈 さん

チンドン屋「花ふぶき一座」座長
みやこんじょ大使第１号　
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森
の
恵
み
を
１
年
を
通
し
て
体
感

で
き
る
自
然
の
宝
庫
で
、「
遊
歩

百
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
曽
於
市
財

部
町
の
「
悠ゆ

う
き
ゅ
う久

の
森
」。
そ
の
森
で
植

樹
活
動
を
続
け
て
い
る
の
が
「
も
み
じ

の
森
の
会
」
で
す
。

　

平
成
12
年
か
ら
植
樹
を
始
め
た
も

み
じ
の
森
の
会
。
ま
ち
お
こ
し
団
体

日ひ
め
ぎ招

塾
の
活
動
の
一
環
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
て
、「
自
然
に
触
れ
て
楽
し
む
こ

と
」「
未
来
の
人
た
ち
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
残
す
こ
と
」

を
目
的
に
活

動
し
て
い
ま

す
。「
モ
ミ
ジ

（
カ
エ
デ
科
の

数
種
）
の
寿

命
は
３
０
０

年
を
超
え
る

と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
未
来
の
人
が
、
自
分
た
ち
の

植
え
た
木
を
見
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
想

像
す
る
と
楽
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す

よ
」
と
同
会
代
表
の
川
添
義よ

し
か
ず一
さ
ん
は

笑
顔
で
語
り
ま
す
。

　

苗
を
預
か
っ
て
育
て
る
里
親
会
員

と
一
般
会
員
１
、３
０
０
人
以
上
が
植

樹
し
た
苗
木
は
、
こ
れ
ま
で
に
約
６
、

５
０
０
本
に
の
ぼ
り
ま
す
。
春
と
秋
に

開
催
さ
れ
る
植
樹
祭
に
は
県
内
外
か
ら

多
く
の
人
が
参
加
し
、
カ
エ
デ
や
山
桜

な
ど
を
植
え
て
い
ま
す
。植
樹
後
に
は
、

食
事
会
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
開

か
れ
、
そ
の
交
流
も
楽
し
み
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
「
悠
久
の

森
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
」
で
は
、
同
会

が
植
樹
し
た
モ
ミ
ジ
が
鮮
や
か
に
色
付

き
、
参
加
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。「
モ
ミ

ジ
の
植
樹
を

通
じ
て
未
来

に
夢
を
描
く
」

を
テ
ー
マ
に
、

こ
れ
か
ら
も

同
会
の
活
動

は
続
き
ま
す
。

今
月
は
、
曽
於
市
の
悠
久
の
森

で
植
樹
活
動
を
続
け
る
も
み
じ

の
森
の
会
を
紹
介
し
ま
す
。

か
ん
き
り
し
ま
た
ん
ぼ
う

◎
問
い
合
わ
せ　

　

曽
於
市
企
画
課　

　

☎
76
ー
８
８
０
２

Vol.13

●材料
　アスパラガス…200g　　　　油揚げ…40g　　
　玉ネギ…80g　　　　　　　　かつお節…３g
　
Ａ
　酢…大さじ１　サラダ油…大さじ１

　　　薄口しょうゆ…大さじ１

●下準備
　アスパラガス…根元の硬い皮をむき、斜めに薄く切る
　油揚げ…３cmぐらいの長さで、５mm幅に切る
　玉ネギ…縦薄切りにして水にさらした後、水気を切る

●作り方
①アスパラガスと油揚げをテフロン加工のフライパン
　で一緒に焼き、火が通ったら皿に取り出す（油は不要）
②Ａを混ぜ合わせ、①と玉ネギ、かつお節を加えて和
　える

玉ネギに含まれる硫化アリル
は、ビタミンＢ1の吸収を高

め、新陳代謝を活発にするので、
疲労回復にも効果的です。

※ 1人分 89kcal、塩分 0.8g
新玉ネギと焼きアスパラガスのサラダ

玉ネギを水にさらし過ぎると、栄養分が
流れ出てしまいます。新玉ネギなどはそ
のまま使うか短時間水にさらしましょう。

※
環
霧
島
圏
域
の

　

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

を
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
紹
介

　

し
て
い
ま
す

◎問い合わせ　健康課　☎ 23 ｰ 2765

毎月19日は、「食育の日」
 ～家族そろって食事を楽しみましょう～

油揚げを、フライパンで焼く代わりに魚焼き
グリルやオーブントースターなどで軽く焼き
目を付けると、食感を楽しむことができます。
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●
活
動
内
容　

各
地
区
で
行
う
成
人
式
の

企
画
（
会
議
な
ど
）
お
よ
び
運
営

●
そ
の
他　

興
味
が
あ
る
人
、
参
加
し
た

い
人
、
実
行
委
員
と
し
て
推
薦
し
た
い
人

が
い
る
場
合
は
、
連
絡
く
だ
さ
い

　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

　
　
　

各
総
合
支
所
の
教
育
課

市
長
と
語
ろ
う
！

ス
マ
イ
ル
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　

市
長
自
ら
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
へ
直
接
説
明

し
、
質
問
や
意
見
な
ど
を
聴
く
会
で
す
。

●
開
催
地
区
・
日
程
・
場
所

志
和
池
５
／
14
㈫　

志
和
池
地
区
公
民
館

庄
内

5
／
27
㈪　

庄
内
地
区
公
民
館

●
時
間　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

　

秘
書
広
報
課　

☎
23

－

３
１
７
４

高
崎
町
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭

●
日
時　

６
月
２
日
㈰　

９
時
〜

※
小
雨
決
行

●
場
所　

高
崎
小
学
校
南
側
水
田

●
種
目　

４
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

●
参
加
料　

１
チ
ー
ム
６
、０
０
０
円

※ 

５
月
29
日
㈬
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
払

い
戻
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
理
解
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

誰
で
も
参
加
で
き
る
た
ん
ぼ

フ
ラ
ッ
グ
も
開
催
し
ま
す

募　

集

合
同
金
婚
式

　

市
で
は
、
合
同
金
婚
式
を
開
催
す
る
に

当
た
り
、
該
当
す
る
夫
婦
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象

① 

昭
和
37
年
４
月
１
日
〜
38
年
３
月
31
日

ま
で
に
結
婚
し
た
市
内
在
住
の
夫
婦

② 

結
婚
後
51
年
以
上
経
過
し
、
今
ま
で
に

市
（
合
併
前
も
含
む
）
の
主
催
す
る
金

婚
の
祝
い
を
受
け
て
い
な
い
夫
婦

　

５
月
24
日
㈮
ま
で
に
各
地
区
の
民

生
委
員
ま
た
は

福
祉
課　

☎
23

－

３
１
０
２

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

成
人
式
新
成
人
実
行
委
員

　

地
区
ご
と
に
開
催
す
る
成
人
式
の
企
画

運
営
を
行
う
新
成
人
の
実
行
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

　

来
年
１
月
に
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ

ん
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
手
づ
く
り

の
成
人
式
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。

●
会
場　

本
庁
管
内
は
中
学
校
区（
西
岳
・

夏
尾
地
区
は
合
同
）
ご
と
、
総
合
支
所
管

内
は
、
総
合
支
所
ご
と
に
開
催

●
対
象
者　

平
成
５
年
４
月
２
日
〜
平
成

６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
（
市
内
在
住

ま
た
は
出
身
者
）

　

５
月
24
日
㈮
ま
で
に
高
崎
町
ど
ろ

ん
こ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
祭
実
行
委
員
会

☎
・
FAX 

62
－

４
４
４
８

（
平
日
の
９
時
〜
16
時
）

都
城
島
津
邸

親
子
で
桜
も
ち
づ
く
り

　

親
子
で
桜
も
ち
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

５
月
19
日
㈰　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

都
城
島
津
邸
石
蔵

●
参
加
料　

１
人
当
た
り
１
０
０
円

●
定
員　

親
子
15
組　

※
要
申
し
込
み

　

都
城
島
津
邸　

☎
23

－

２
１
１
６

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女

性
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

５
月
21
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

５
月
28
日
㈫ 　

13
時
〜
16
時

※ 
専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事
前
の

予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
７

相　

談

毎月第3日曜日は「家庭の日」です

催　

し
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都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

●
電
話
・
面
接
相
談

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
弁
護
士
法
律
相
談

　

５
月
17
日
㈮　

13
時
〜
16
時

※
弁
護
士
相
談
は
事
前
の
予
約
が
必
要

●
場
所　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

７
１
５
４

ヤ
ン
グ
Ｊ
Ｏ
Ｂ
サ
ポ
ー
ト
み
や
ざ
き

就
職
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

お
お
む
ね
40
歳
未
満
の
人
を
対
象
に
、

就
職
に
関
す
る
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
日
時　

毎
週
火
曜
日
の
13
時
〜
16
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
議
所
２
階
会
議
室

●
内
容　

相
談
員
に
よ
る
個
別
相
談

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す

　

ヤ
ン
グ
Ｊ
Ｏ
Ｂ
サ
ポ
ー
ト
み
や
ざ
き

　
　

☎
０
９
８
５

－

23

－

７
２
６
０

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談
（
無
料
）

●
対
象　

１
カ
月
〜
１
歳
未
満

●
日
程
・
受
付
時
間
・
場
所

5
／
23
㈭　

13
時
30
分
〜
14
時

高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

5
／
27
㈪　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
地
下
１
階
）

※
母
子
健
康
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
持
参

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－
２
６
８
４

交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

●
日
時　

月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

●
場
所　

交
通
事
故
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
２
階
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
23

－

０
９
４
４

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談

女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
・
く
す
の
き

レ
デ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
く
す
の
き
は
、
女

性
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
電
話
相
談　

☎
36

－

０
７
４
０

（
毎
週
土
曜
日　

14
時
〜
16
時
）

教
育
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
に
関
す
る
子
ど

も
や
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
、
教
育
の
専

門
家
が
無
料
で
応
じ
ま
す
。
相
談
に
関
す

る
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
電
話
・
面
接
相
談　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時
30
分

●
場
所　

教
育
相
談
室

　
　
　
　
（
市
役
所
八
幡
町
別
館
）

●
相
談
専
用
電
話　

☎
46

－

２
０
８
８

初
夏
の
園
芸
教
室

●
日
時　

５
月
26
日
㈰　

９
時
〜
12
時

●
場
所　

緑
の
相
談
所
（
早
水
公
園
内
）

●
内
容　

ト
マ
ト
や
ナ
ス
の
プ
ラ
ン
タ
ー

栽
培
、
花
苗
定
植

●
持
参
す
る
も
の　

軍
手
や
帽
子
、
タ
オ

ル●
定
員　

20
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

　

５
月
20
日
㈪
ま
で
に
道
路
公
園
課

　
　
　

☎
23

－

２
６
１
３

子育て支援センター行事予定
◆都城市子育て支援センター ☎ 22-1659

５/20 ㈪
10 時～

「いちごクラブ」
サツマイモの苗植え
対象：２歳以上の親子

５/27 ㈪
10 時～

「とんとんクラブ」簡単おやつ作り
対象：２歳以上の親子
※要申し込み

５/29 ㈬
10 時～

「子育て講座」絵本を使って子ども
の心を豊かに育てるには？　
※要申し込み

６/３㈪
10 時～

「ふたごの会」身体測定や絵本の読
み聞かせほか
対象：ふたご以上の親子・妊婦

◆山之口子育て支援センター ☎ 57-3298
５/24 ㈮
10 時 30 分～

花てまり慰問
※現地集合・現地解散

５/28 ㈫
10 時～

出前保育「ぽっかぽか」
場所：下富吉地区体育館

６/４㈫
10 時 30 分～

公園で遊ぼう
場所：あじさい公園

◆山田子育て支援センター ☎ 64-3171

６/12 ㈬
10 時～

保育参加・給食離乳食体験
場所：木之川内保育所　
※要申し込み

６/13 ㈭
10 時～

「にこにこ教室」
簡単手作りおもちゃ
※材料はセンターで準備します

６/19 ㈬
10 時～

保育参加・給食離乳食体験
場所：山田中央保育所　
※要申し込み

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です

講
座 

・ 

教
室
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都
城
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

援
助
会
員
養
成
講
座
（
無
料
）

　

子
育
て
支
援
に
関
心
の
あ
る
市
民
を
対

象
に
援
助
会
員
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

５
月
30
日
㈭
〜
６
月
20
日
㈭
の

毎
週
木
曜
日　

13
時
30
分
〜
16
時

※
６
月
13
日
㈭
は
９
時
30
分
〜
12
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

50
人　

※
要
申
し
込
み

●
そ
の
他　

養
成
講
座
（
全
４
回
）
受
講

後
、
援
助
会
員
登
録
と
な
り
ま
す

　

５
月
24
日
㈮
ま
で
に
都
城
市
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎
26

－

３
８
１
０

各
種
検
定
試
験

●
試
験
会
場　

都
城
商
工
会
館

【
①
珠
算
１
級
〜
10
級
】

●
試
験
日　

６
月
23
日
㈰

●
受
験
料　

８
２
０
円
〜
２
、０
４
０
円

【
②
販
売
士
３
級
】

●
試
験
日　

７
月
13
日
㈯

●
受
験
料　

４
、０
０
０
円

【
③ 

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
２
級
〜
３
級
】

●
試
験
日　

７
月
７
日
㈰

●
受
験
料　

４
、２
０
０
円
〜
６
、３
０
０
円

【
④
環
境
社
会
（
ｅ
ｃ
ｏ
）】

●
試
験
日　

７
月
21
日
㈰

●
受
験
料　

５
、２
５
０
円

　

①
は
５
月
22
日
㈬
、
②
は
６
月
19

日
㈬
ま
で
に
都
城
商
工
会
議
所　
　

☎
23

－

０
０
０
１

③
は
５
月
24
日
㈮
、
④
は
６
月
７
日
㈮
ま

で
に
東
京
商
工
会
議
所
検
定
セ
ン
タ
ー

☎
03

－

３
９
８
９

－

０
７
７
７

弓
道
教
室

●
日
時　

毎
週
火
・
木
曜
日

19
時
30
分
〜
21
時
30
分　

※
10
回
程
度

開
講
日
：
６
月
18
日
㈫

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

弓
道
場

●
対
象　

中
学
生
以
上
の
人

※
中
学
生
は
、
保
護
者
同
伴

●
定
員　

20
人

●
受
講
料　

５
、０
０
０
円

●
そ
の
他　

道
場
で
は
、
足
袋
ま
た
は
靴

下
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す

　

宮
崎
県
弓
道
連
盟
都
城
支
部

　
　
　

☎
24

－

４
３
３
４
（
上
野
）

ス
テ
ッ
プ
運
動
健
康
教
室

　

ス
テ
ッ
プ
運
動
は
、
テ
レ
ビ
番
組
で
も

紹
介
さ
れ
た
、
一
定
の
リ
ズ
ム
で
高
さ
15

㌢
程
度
の
台
を
昇
り
降
り
す
る
簡
単
な
運

動
で
す
。
ラ
ク
ラ
ク
運
動
法
を
学
ん
で
健

康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

５
月
22
日
㈬

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分　

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

40
歳
〜
74
歳
ま
で
の
市
民

※ 

通
院
・
治
療
中
の
人
は
、
主
治
医
に
相

談
の
上
、
参
加
く
だ
さ
い

●
定
員　

30
人

●
準
備
す
る
も
の　

運
動
の
し
や
す
い
服

装
、
飲
料
水

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
自
主
事
業

生
涯
学
習
講
座

【
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う（
初
心
者
体
験
教
室
）】

●
日
時　

５
月
14
日
㈫　

13
時
〜
16
時

　
　
　
　

５
月
24
日
㈮　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

各
５
人

●
材
料
費　

各
５
０
０
円

●
準
備
す
る
も
の　

糸
切
り
バ
サ
ミ

※
そ
の
他
の
材
料
は
教
室
で
準
備

●
締
め
切
り　

５
月
11
日
㈯

【
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
】

●
日
時　

５
月
19
日
㈰

　
　
　
　

13
時
〜
14
時
30
分

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
定
員　

10
人

●
材
料
費　

３
０
０
円

●
締
め
切
り　

５
月
16
日
㈭

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
23

－

２
０
０
１

講
座 

・ 

教
室

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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都
城
市
市
民
大
学
講
座

●
日
程
・
内
容
・
講
師
（
敬
称
略
）

７
／
２
㈫
「
ス
マ
イ
ル
シ
テ
ィ
都
城
」
を
目
指

し
て

都
城
市
長　

池
田　

宜
永

７
／
９
㈫
暁
を
告
げ
る
動
物

〜
鶏
の
ル
ー
ツ
と
食
文
化
〜

宮
崎
大
学
農
学
部
教
授　

芦
澤　

幸
二

７
／
16
㈫
こ
れ
か
ら
の
人
材
育
成
と
都
城
高
専

の
使
命

都
城
工
業
高
等
専
門
学
校

教
授　

森
茂　

龍
一

７
／
23
㈫
都
城
盆
地
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て

高
城
町
商
工
会

会
長　

鶴
田　

勝

７
／
30
㈫
高
齢
者
の
加
齢
性
難
聴
に
つ
い
て

宮
崎
大
学
医
学
部

名
誉
教
授　

森
満　

保

８
／
６
㈫

い
つ
で
も
・
だ
れ
で
も
・
ど
こ
で
も

で
き
る
楽
し
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
す

す
め

宮
崎
県
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会

前
会
長　

兒
玉　

武
次

８
／
18
㈰
野
外
研
修

８
／
27
㈫
笑
っ
て
元
気「
生
涯
現
役
の
す
す
め
」

お
お
い
た
観
光
特
使　

矢
野　

大
和

９
／
３
㈫
２
０
１
１
年
霧
島
山
新
燃
岳
噴
火
と

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク

鹿
児
島
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科

准
教
授　

井
村　

隆
介

９
／
10
㈫
記
紀
と
日
向
国

宮
崎
県
立
看
護
大
学

准
教
授　

大
館　

真
晴

９
／
17
㈫
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
下
の
世
界
と
日
本

宮
崎
県
地
方
自
治
問
題
研
究
所

所
長　

小
沼　

新

９
／
24
㈫
植
物
の
食
べ
る
色
と
見
る
色

南
九
州
大
学
環
境
園
芸
学
部

教
授　

山
口　

雅
篤

※ 

７
月
２
日
㈫
は
公
開
講
座
で
す
。
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
８
月
18
日
㈰
の
野

外
研
修
は
希
望
者
の
み
で
す

●
時
間　

19
時
〜
20
時
30
分
（
講
座
に
よ

り
変
更
が
あ
り
ま
す
）

●
会
場　

中
央
公
民
館 

大
集
会
室

●
定
員　

２
０
０
人　

※
申
し
込
み
順

●
受
付
期
間　

６
月
28
日
㈮
ま
で

※ 

事
前
に
電
話
で
生
涯
学
習
課
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い

●
費
用　

２
、０
０
０
円

※ 

第
１
回
講
座
時
に
会
場
受
付
に
て
納
入

く
だ
さ
い

　

生
涯
学
習
課　

☎
23

－

９
５
４
５

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

５
月
23
日
㈭　

14
時
〜
15
時

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

　
　
　
　

教
育
研
修
棟

●
内
容　

肺
が
ん
の
予
防
と
治
療

●
定
員　

80
人
（
申
し
込
み
不
要
）

　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
地
域
医
療

連
携
室　

☎
23

－

４
１
１
１

季
節
陶
芸
「
夏
の
思
い
出
」
教
室

　

参
加
希
望
者
は
、
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

●
日
時　

５
月
25
日
㈯
〜
６
月
２
日
㈰

午
前
の
部
：
10
時
〜
11
時

午
後
の
部
：
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

●
場
所　

竹ち
く
ら楽
の
お
サ
ト
「
竹
楽
館
」

●
費
用　

１
、０
０
０
円

　

竹
楽
館　

☎
58

－

６
１
５
０

生
涯
学
習
講
座

【
き
ら
り
体
験
教
室
】

　

５
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
教
室
名
・
回
数
・
日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
（
全
２
回
）

６
／
４
㈫
・
６
／
11
㈫　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館　

１
、１
０
０
円

締
め
切
り
：
５
／
25
㈯

健
康
体
操
（
全
４
回
）

６
／
７
㈮
〜
28 

㈮
の
毎
週
金
曜
日

19
時
〜
20
時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

２
、２
０
０
円

締
め
切
り
：
５
／
28
㈫

【
き
ら
り
楽
習
教
室
】

　

７
人
以
上
で
開
催
。
参
加
希
望
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
。冷
暖
房
費
は
別
途
必
要
。

●
教
室
名
・
回
数
・
日
時
・
場
所
・
費
用
・
締
め
切
り

中
学
校
文
法
で
話
せ
る
英
会
話
入
門
編（
全
25
回
）

６
／
４
㈫
〜
11
／
26
㈫
の
毎
週
火
曜
日

19
時
〜
20
時
30
分　

沖
水
地
区
公
民
館　

１
万
６
、１
５
０
円　

締
め
切
り
：
５
／
25
㈯

卓
球
（
全
12
回
）

６
／
６
㈭
〜
８
／
29
㈭
の
毎
週
木
曜
日

10
時
〜
12
時

都
城
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
（
中
原
町
）

１
万
２
、６
０
０
円　

締
め
切
り
：
５
／
27
㈪

ウ
ク
レ
レ
（
全
６
回
）

６
／
11
㈫
〜
８
／
27
㈫
の
第
２
・
４
火
曜
日

10
時
〜
12
時　

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館　

３
、３
０
０
円　

締
め
切
り
：
６
／
１
㈯

　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

　
　
　

☎
23

－

４
０
８
０

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です
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シ
ニ
ア
就
職
支
援
講
座
（
無
料
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
て
い
る

55
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
に
、
就

職
支
援
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

【
樹
木
剪せ
ん

定
・
緑
地
保
全
基
礎
講
習
】

　

剪
定
・
草
刈
り
・
草
花
の
寄
植
え
な
ど

の
基
礎
、安
全
管
理
な
ど
を
習
得
し
ま
す
。

●
日
程　

６
月
20
日
㈭
〜
７
月
３
日
㈬

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
10
日
間

●
場
所　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓
練
校

●
定
員　

15
人

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城
や
都
城
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
る
所

定
の
申
込
書
に
記
入
し
、６
月
10
日
㈪（
必

着
）
ま
で
に
宮
崎
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
（
〒
880

－

０
８
６
７　

宮
崎

市
瀬
頭
二
丁
目
６
番
14
号
）
へ
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス

☎
０
９
８
５

－

31

－

３
７
７
５

FAX
０
９
８
５

－

31

－

３
７
７
６

離
乳
食
教
室
（
無
料
）

●
日
時　

５
月
24
日
㈮　

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
12
時

●
場
所　

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）

●
持
参
す
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
、
エ

プ
ロ
ン
な
ど　

※
要
申
し
込
み

　

こ
ど
も
課　

☎
23

－

２
６
８
４

玉
掛
け
技
能
講
習

●
日
程　

５
月
23
日
㈭
〜
26
日
㈰

●
場
所　
【
学
科
】
総
合
福
祉
会
館

【
実
技
】
㈱
ブ
ン
リ
高
木
工
場
（
高
木
町
）

●
対
象
・
定
員　

18
歳
以
上
の
人　

80
人

●
受
講
料　

２
万
５
、０
０
０
円

免
除
者
は
２
万
３
、０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
１
、６
０
０
円
（
税
込
み
）

　

㈳
宮
崎
労
働
基
準
協
会
都
城
支
部

　
　
　

☎
24

－

５
６
０
３

市
営
住
宅
入
居
申
込
説
明
会

　

６
月
定
期
募
集
で
入
居
を
希
望
す
る
人

を
対
象
に
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

５
月
15
日
㈬　

14
時
〜
15
時　

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

市
営
住
宅
へ
の
入
居
を
希
望

し
、
次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
人

●
入
居
条
件

① 

都
城
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
生
活
し
て

い
る
こ
と

※ 

抽
選
に
参
加
で
き
る
の
は
、
市
内
に
３

カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
人

② 

同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

（
婚
約
者
を
含
む
）
が
い
る
こ
と

※ 

昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
、
身

体
障
害
者
手
帳
１
〜
４
級
、
生
活
保
護

受
給
者
な
ど
の
条
件
を
満
た
せ
ば
単
身

入
居
で
き
る
団
地
も
あ
り
ま
す
。
入
居

の
た
め
に
不
自
然
な
世
帯
分
離
を
し
て

い
る
と
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん

③ 

政
令
月
収
が
15
万
８
、０
０
０
円
以
下

で
あ
る
こ
と
（
政
令
月
収
と
は
、
世
帯

の
年
間
総
所
得
か
ら
扶
養
控
除
な
ど
を

差
し
引
い
た
総
額
に
基
づ
い
た
平
均
月

収
）

④ 

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
こ
と

※ 

持
ち
家
の
あ
る
人
は
申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん

⑤
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

　

建
築
課　

☎
23

－

３
１
０
５

ご
み
の
搬
入
規
制

　

清
掃
工
場
の
定
期
点
検
整
備
の
た
め
、

次
の
期
間
は
草
・
木
類
、
剪せ
ん

定
く
ず
、
粗

大
ご
み（
木
製
家
具
、カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
）、

事
業
系
の
布
団
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

再
利
用
可
能
な
木
製
家
具
は
事
前
に
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
☎
36

－

３
９
０
０
）
に

確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
解
除
日
の
７
月

24
日
㈬
や
７
月
27
日
㈯
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
時
間
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

●
搬
入
規
制
期
間

　

６
月
17
日
㈪
〜
７
月
23
日
㈫

※ 
こ
の
期
間
以
外
で
も
機
械
の
故
障
な
ど

で
搬
入
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

搬
入
す
る
場
合
は
、
必
ず
清
掃
工
場
へ

確
認
を
お
願
い
し
ま
す

　

清
掃
工
場　

☎
23

－

０
２
７
７

講
座 

・ 

教
室

お
知
ら
せ

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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５
月
は

自
動
車
税
（
県
税
）
の
納
期
で
す

　

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
、
宮
崎

運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の

所
有
者
ま
た
は
使
用
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
金
融
機
関
ま
た
は
県
税
・
総
務
事
務

所
の
ほ
か
、各
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
も
自
動
車
税
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
詳
し
く
は
納
税
通
知
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
自
動
車
を
所
有
し
て

い
る
人
は
、
５
月
31
日
㈮
ま
で
に
、
自
動

車
税
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、
５
月
中
旬
ま
で
に
納
税
通
知
書

が
届
か
な
い
場
合
は
、
近
く
の
県
税
・
総

務
事
務
所
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
に
使

用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
、
納
期
限
ま
で
に
申

請
す
れ
ば
、
自
動
車
税
の
一
定
額
が
減
免

さ
れ
ま
す
。

　

都
城
県
税
・
総
務
事
務
所

　
　

☎
23

－

４
５
１
６

軽
自
動
車
税
の
納
付

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
登
録

の
あ
る
軽
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
農
耕
車
、

小
型
特
殊
車
な
ど
の
所
有
者
ま
た
は
使
用

者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

５
月
31
日
㈮
ま
で
に
、
近
く
の
金
融
機

関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
（
納

税
通
知
書
裏
面
に
記
載
）
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。

　

５
月
20
日
を
過
ぎ
て
も
納
税
通
知
書
が

届
か
な
い
場
合
は
、
問
い
合
わ
せ
先
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
民
税
課　

☎
23

－

２
１
２
３

      

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

が
ん
検
診

　

市
で
は
、
６
月
か
ら
２
月
ま
で
が
ん
検

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
目
立
っ
た
症
状

が
な
く
て
も
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

た
め
、
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
検

診
は
年
に
１
回
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検

診
は
２
年
に
１
回
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
本
年
度
か
ら
実
施
期
間
、
自
己

負
担
金
免
除
対
象
者
、
検
診
料
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
５
月
１
日
発

行
の
検
診
チ
ラ
シ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

【
胃
が
ん
検
診
】

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
胃
が

ん
検
診
は
30
分
ご
と
に
８
人
ず
つ
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民

●
日
程
・
場
所

６
／
３
㈪
祝
吉
地
区
公
民
館

６
／
10
㈪
高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

６
／
12
㈬
高
崎
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

６
／
15
㈯

６
／
22
㈯
五
十
市
地
区
公
民
館

６
／
23
㈰
妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

●
受
付
時
間　

８
時
〜
11
時

●
検
診
料　

１
、１
０
０
円

【
乳
が
ん
検
診
】

　

５
月
７
日
㈫
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

●
対
象　

40
歳
以
上
の
偶
数
年
生
ま
れ
の

女
性
（
昭
和
48
年
・
46
年
・
44
年･･･

）

●
日
程
・
場
所

６
／
５
㈬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

６
／
10
㈪
志
和
池
地
区
公
民
館

６
／
17
㈪
祝
吉
地
区
公
民
館

６
／
18
㈫
谷
頭
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

６
／
19
㈬
午
前
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

午
後
：
中
郷
地
区
公
民
館

６
／
21
㈮
山
之
口
地
区
公
民
館

６
／
25
㈫
横
市
地
区
公
民
館

６
／
26
㈬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

６
／
28
㈮
五
十
市
地
区
公
民
館

●
受
付
時
間　

午
前
の
部
：
９
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
：
13
時
〜
15
時
30
分

※ 

６
月
19
日
㈬
の
午
後
の
み
13
時
30
分
〜

16
時

●
内
容　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
超
音
波

●
検
診
料　

２
、０
０
０
円

※ 

75
歳
以
上
の
人
、
生
活
保
護
世
帯
や
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は
、
保

険
証
や
証
明
書
、
市
が
発
行
す
る
各
種

検
診
自
己
負
担
金
免
除
通
知
書
を
提
示

す
れ
ば
検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す

　

健
康
課　

☎
23

－

２
７
６
５

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です
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５
月
は
消
費
者
月
間

　

今
年
の
統
一
テ
ー
マ
は
「
学
ぶ
こ
と

か
ら
始
め
よ
う
〜　

自
立
し
た
消
費
者

に
向
け
て
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
も
悪
質
商
法
や
多
重
債

務
、
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
問
題
、
食
の

安
全
、
生
活
設
計
な
ど
、
私
た
ち
の
生

活
に
関
わ
る
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
目

を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
や
周

り
で
悩
ん
で
い
る
人
が
い
た
ら
、
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
23

－

７
１
５
４

木
造
耐
震
診
断
・
改
修
事
業

　

本
県
で
は
、
過
去
、
日
向
灘
沖
を
震

源
と
す
る
地
震
や
え
び
の
地
震
に
お
い

て
多
数
の
住
宅
の
被
害
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
（
特
殊
な

工
法
・
３
階
建
て
の
も
の
を
除
く
）
を

対
象
に
市
内
の
耐
震
診
断
士
に
委
託
し

て
耐
震
診
断
や
改
修
工
事
を
行
う
場
合

に
、そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
耐
震
診
断
】

●
助
成
額　

耐
震
診
断
費
用
の
10
分
の

９
に
相
当
す
る
額

（
上
限
５
万
４
、０
０
０
円
）

●
診
断
方
法　

一
般
診
断
法

●
締
め
切
り　

平
成
26
年
１
月
31
日
㈮

●
募
集
戸
数　

10
戸

※
募
集
戸
数
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了

【
耐
震
改
修
工
事
】

●
対
象　

耐
震
診
断
の
結
果
、
倒
壊
の

可
能
性
が
あ
る
と
診
断
を
受
け
た
も
の

●
助
成
額　

耐
震
診
断
結
果
に
よ
り
補

助
率
が
変
わ
り
ま
す

※
予
算
額
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了

　

建
築
課　

☎
23

－

２
５
８
４

森
林
所
有
者
お
よ
び

伐
採
業
者
の
皆
さ
ん
へ

　

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
に
は
、
森

林
法
の
定
め
で
伐
採
す
る
90
日
〜
30
日

前
ま
で
に
、
伐
採
者
と
森
林
所
有
者
の

連
名
で
「
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の

届
出
書
」
を
市
長
へ
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
、
無
届
け
に
よ
る
森
林
の
伐
採

や
森
林
の
境
界
不
明
確
に
よ
る
誤
伐
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
隣
接
者

と
の
境
界
立
会
い
や
定
期
的
な
山
林
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

森
林
保
全
課　

☎
23

－

２
１
５
２

５
月
は

赤
十
字
運
動
月
間
で
す

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
５
月
８
日
㈬

の
「
世
界
赤
十
字
デ
ー
」
に
合
わ
せ
、

毎
年
５
月
を
赤
十
字
運
動
月
間
と
し
て

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
赤
十
字
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
い
、
赤
十
字
活
動
へ
の
協
力
と
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
赤
十
字
の
活
動

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
国
際
活
動
や

災
害
救
護
活
動
、救
急
法
の
普
及
活
動
、

血
液
事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
日
本
赤
十
字
社
宮
崎
県
支
部
都
城

市
地
区
で
は
、
福
祉
課
と
各
総
合
支
所

市
民
生
活
課
に
事
務
局
を
置
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
災
害
時
の
被
災
者
救
援
活
動

　

災
害
現
場
へ
の
医
師
や
看
護
師
、
救

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
、
救
援
物
資

の
配
布
や
被
災
者
へ
の
炊
き
出
し
、
心

身
の
ケ
ア
や
避
難
所
運
営
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
火
災
の
被
災

者
に
、
毛
布
な
ど
の
配
布
を
行
っ
て
い

ま
す
。

②
献
血
（
血
液
事
業
）

　

輸
血
の
必
要
な
人
へ
、
新
鮮
で
安
全

な
血
液
を
提
供
す
る
た
め
、
市
内
各
地

で
献
血
車
に
よ
る
献
血
の
お
願
い
を
行

っ
て
い
ま
す
。

③
赤
十
字
奉
仕
団
の
育
成

　

福
祉
施
設
や
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

と
の
交
流
、救
急
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
）

普
及
の
講
習
会
、
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
と
き
に
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
を

使
っ
て
被
災
状
況
確
認
や
救
援
活
動
へ

の
迅
速
な
情
報
提
供
な
ど
を
行
う
赤
十

字
奉
仕
団
の
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
都
城
市
地
区
で
は
４
つ
の
赤

十
字
奉
仕
団
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

④
募
金
や
義
援
金
の
受
付

　

災
害
に
よ
る
国
内
・
国
外
の
被
災
者

へ
の
直
接
的
な
医
療
救
援
活
動
や
、
物

資
の
提
供
な
ど
の
資
金
と
し
て
、
募
金

や
義
援
金
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　

福
祉
課　

☎
23

－

２
９
８
０

　
　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

設
立
の
認
証
申
請
に
関
す
る
縦
覧

　

申
請
書
に
添
付
さ
れ
た
定
款
・
役
員

名
簿
・
設
立
趣
旨
書
・
事
業
計
画
書
・

活
動
予
算
書
が
縦
覧
で
き
ま
す
。

●
団
体
名　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

結ゆ
う
わ羽

会　

都
城
ス
マ
ッ
シ
ュ
幸こ

う

●
縦
覧
期
間　

５
月
28
日
㈫
ま
で
の

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　

　
　

☎
23

－

２
４
３
１

お
知
ら
せ

毎月第3日曜日は「家庭の日」です
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休日急病診療機関
●診療時間　9：00～18：00
※歯科は17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
5/19
㈰

畠中小児科医院（小） 52-6000
三嶋内科（内） 24-7171
坂田医院（内・消・胃） 51-2003
吉松病院（外・整） 25-1500
きたむら皮膚科クリニック（皮・ｱﾚ） 38-7300
いそいち産婦人科（産・婦） 22-4585
大岐歯科医院 24-6488

5/26
㈰

沖水こどもクリニック（小） 27-5656
共立医院（内） 22-0213
佐々木医院（内） 62-1103
福島外科（外・胃） 38-1633
浜田医院（胃・外） 22-1151
西浦耳鼻科（耳鼻） 22-0715
尾本歯科医院 22-8877

※診療機関は変更することがあります
詳しくは、テレホンサービス（医師会は☎23-
5555、歯科医師会は☎25-4100）で確認してく
ださい
◎みやざき医療ナビもご利用ください
http://www.e-navi.pref.miyazaki.lg.jp
●休日当番薬局

5/19 ㈰ ひばり、ひかり、上町おおた
ケーアイ吉尾、ひむか蔵原店

5/26 ㈰ 沖水、坂口調剤、都北町

みやざき医療ナビ

市
民
公
益
活
動
支
援
事
業（
団
体
募
集
）

　

市
民
活
動
団
体
や
グ
ル
ー
プ
が
、
自

ら
企
画
・
実
施
す
る
公
益
活
動
に
対
し

て
補
助
を
行
い
ま
す
。公
開
審
査
し
て
、

補
助
団
体
を
決
定
し
ま
す
。

●
対
象　

市
民
団
体
な
ど

●
助
成
内
容

① 

自
立
支
援
型
補
助
金　

活
動
歴
１
年

以
上
の
団
体
を
対
象
に
、
１
事
業
に

つ
き
事
業
費
の
２
分
の
１
（
上
限

20
万
円
）
を
補
助

② 

団
体
育
成
型
補
助
金　

活
動
歴
２
年

未
満
の
団
体
を
対
象
に
、
１
団
体
に

つ
き
事
業
費
の
９
割（
上
限
10
万
円
）

を
補
助

●
公
開
審
査
会　

６
月
下
旬
に
開
催
す

る
予
定
で
す
。
審
査
会
の
日
程
・
会
場

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
審
査
会
は
ど
な
た
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す

　

各
地
区
公
民
館
や
各
総
合
支
所

な
ど
に
置
い
て
あ
る
申
請
書
に
記
入

し
、
５
月
31
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課　

☎
23

－
７
１
４
６

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　

提
出
書
類
、
手
数
料
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
日
程　

５
月
24
日
㈮
、８
月
16
日
㈮
、

11
月
15
日
㈮
、
平
成
26
年
２
月
14
日
㈮

●
時
間　

９
時
30
分
〜
12
時

　
　
　
　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

宮
崎
県
庁
７
号
館　

　
　
　
　

７
４
３
・
７
４
４
号
室

　

県
教
育
庁
文
化
財
課

　
　

☎
０
９
８
５

－

26

－

７
２
５
０

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

毎
年
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
と
定
め
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
の

内
容
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
全
国
一

斉
特
設
人
権
相
談
所
の
開
設
や
、
街
角

で
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受

け
た
人
権
擁
護
委
員
22
人
が
活
動
し
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
の
で
、気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
特
設
人
権
相
談
所
】

●
日
時　

６
月
３
日
㈪　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

市
役
所
６
階
第
１
会
議
室
、

山
之
口
総
合
支
所
、
高
城
総
合
支
所
西

別
館
第
２
会
議
室
、
山
田
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
け
ね
じ
ゅ
苑
）、
高
崎
ふ
れ

あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

●
都
城
市
の
人
権
擁
護
委
員

【
都
城
地
域
】

今
村
功
さ
ん　
　
　

☎
37

－

０
７
６
７

竹
之
下
英ひ

で
ひ
ろ浩

さ
ん　

☎
25

－

８
４
７
５

塩
月
靖
子
さ
ん　
　

☎
24

－

１
３
４
４

臼う
す
き杵
ひ
と
み
さ
ん　

☎
37

－

２
４
０
１

立
野
勝か
つ
み己
さ
ん　
　

☎
46

－

９
８
７
０

永
田
光て
る
み
つ充
さ
ん　
　

☎
24

－

０
８
４
８

岩
佐
禮れ
い
こ子

さ
ん　
　

☎
25

－

９
５
８
９

𠮷
田
艶つ

や
こ子

さ
ん　
　

☎
39

－

４
４
０
２

小
野
孝
一
さ
ん　
　

☎
22

－

３
７
８
８

【
山
之
口
地
域
】

永
吉
愛
一
郎
さ
ん　

☎
57

－

４
１
５
７

川
添
智ち

え

こ
惠
子
さ
ん　

☎
57

－

４
２
１
０

【
高
城
地
域
】

池
田
洋ひ
ろ
こ子

さ
ん　
　

☎
58

－

２
５
３
２

新に
い
ほ穗

む
つ
子
さ
ん　

☎
58

－

６
０
２
５

田
ノ
上
哲さ

と
しさ

ん　
　

☎
59

－

９
８
５
８

松
田
俊
夫
さ
ん　
　

☎
53

－

１
７
０
８

【
山
田
地
域
】

福
森
利
明
さ
ん　
　

☎
64

－

２
７
５
２

花
房
憲の
り
ま
さ正
さ
ん　
　

☎
64

－

２
８
２
９

野
口
み
つ
子
さ
ん　

☎
64

－

２
５
３
０

【
高
崎
地
域
】

椎
屋
妙み
ょ
う
こ子

さ
ん　
　

☎
62

－

０
３
９
１

坂
元
義
文
さ
ん　
　

☎
62

－

１
６
１
３

假か
り
や屋

由
紀
子
さ
ん　

☎
62

－

４
８
５
８

萬ま
ん
と
く德

雄
一
郎
さ
ん　

☎
62

－

２
０
１
５

　

宮
崎
地
方
法
務
局
都
城
支
局

　
　

☎
22

－

０
４
９
０

体
育
施
設
の
利
用
申
し
込
み（
追
加
）

　

４
月
15
日
発
行
暮
ら
し
の
情
報
の
体

育
施
設
に
次
の
施
設
を
追
加
し
ま
す
。

●
施
設
名　

中
郷
地
区
体
育
施
設

●
連
絡
先　

中
郷
地
区
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
39

－

０
７
１
３

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　

☎
23

－

９
５
４
６

お
わ
び
と
訂
正

　

暮
ら
し
の
情
報
４
月
15
日
号
の
４
ペ

ー
ジ
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

対
象
年
齢
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正

し
く
は
、「
小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１

年
生
ま
で
」
で
す
。

は申し込み先、問は問い合わせ先の略です



図書館だより

「
玉ぎ

ょ
く
そ
う
い
ん
ぞ
う

窓
院
像
」

都城市立図書館　●休館日／５月20日・27日、６月３日～14日・17日　　　　　 　●開館時間／９：30～18：50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※水曜日は20：00まで開館  
高城図書館　　　●休館日／５月19日・21日・28日、６月４日・11日・16日～22日 　●開館時間／９：30～18：00

５月16日～６月15日
都城市立図書館　☎22-0239
高城図書館　　　☎58-4224

子
ど
も
の
た
め
の
夜
間
映
写
会

（
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
）

●
５
月
18
日
㈯

　

19
時
30
分
〜
20
時
30
分

※
夜
間
の
た
め
、
保
護
者
が
必

　

ず
同
伴
し
て
く
だ
さ
い

国
際
交
流
員
に
よ
る

読
み
聞
か
せ
会

●
５
月
29
日
㈬　

15
時
〜

お
は
な
し
ト
ン
ト
ン

読
み
聞
か
せ
会

●
５
月
25
日
㈯　

11
時
〜

お
は
な
し
の
部
屋
〝
そ
ら
ま
め
〞

（
未
就
学
児
の
親
子
）

●
５
月
23
日
㈭　

11
時
〜

本
と
お
は
な
し
の
会

●
６
月
15
日
㈯　

14
時
30
分
〜

内
容　

 

い
っ
す
ん
ぼ
う
し

　
　
　
（
日
本
の
民
話
）

都
城
市
立
図
書
館

読
み
聞
か
せ
の
部
屋

高
城
図
書
館

新藤卓広（著）宝島社（出版）

会社を解雇され引きこもりになった青年
が、ある清掃会社に就職。しかし、社員
は個性的な人間ばかり。ストーリーが絶
妙に絡み合うユーモラスなミステリー。

のぶみ（作）えほんの杜（出版）

アンちゃんが、お花に水をあげている
と目の前をちょうちょみたいな人がとお
りすぎました。メルヘンチックな世界へ
どうぞ。

朝日新聞（出版）

地震や津波、噴火、地滑り…日本列島
を襲うさまざまな災害発生の可能性と
被害の想定を地域ごとに紹介。

サトシン（作）よしながこうたく（絵）
講談社（出版）

体の大きな友だちにいきなりなぐられ、何
もできなかったオレ。ひみつのコックピッ
トでオレはさけぶ ！ 「ウチロボ ！　はっし
ん ！ 」

「秘密結社にご注意を」

「あたし、ようせいにあいたい！」

「災害対策・迫る危機　
日本列島ハザードマップ」

「ゆけ！ ウチロボ！」

●問い合わせ

一般 一般

児童 児童

お
知
ら
せ

　

市
立
図
書
館
で
は
、
土
・
日

曜
日
に
限
り
住
民
票
や
印
鑑
証

明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

※ 

６
月
８
日
㈯
・
９
日
㈰
は
、

蔵
書
点
検
に
よ
る
休
館
の
た

め
発
行
で
き
ま
せ
ん

　

掛
け
軸
の
中

に
、
一
人
の
女

性
が
た
た
ず
む

「
玉
窓
院
像
」。

彼
女
の
生
前
の

名
は
於お
い
わ岩

と
い

い
ま
す
。
都
城

島
津
家
24
代
当
主
久ひ
さ
も
と本
の
姉
に
当
た
り
、
享き
ょ
う
わ和
元

年
（
１
８
０
１
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
玉
窓
院
」
と
い
う
名
は
、
彼
女
の
死
後
に
贈

ら
れ
た
名
前
で
す
。一
緒
に
描
か
れ
た
琴
や
書
物
、

筆
を
見
つ
め
る
し
ぐ
さ
か
ら
、
彼
女
が
文
才
と
楽

才
に
た
け
た
才
女
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

於
岩
が
亡
く
な
っ
た
文
化
13
年
（
１
８
１
６
）

に
は
、
疱ほ
う
そ
う瘡

（
天て

ん
ね
ん
と
う

然
痘
）
が
大
流
行
し
ま
し
た
。

こ
の
病
に
か
か
る
と
40
度
近
い
高
熱
が
続
い
て
、

全
身
に
発
疹
が
で
き
、
呼
吸
不
全
を
起
こ
し
て
死

に
至
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
人
々
に
大
変

恐
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
年
、
都
城
島
津
家
の
子
ど
も
た
ち
も
疱
瘡

に
か
か
り
、
於
岩
１
人
が
16
歳
と
い
う
若
さ
で
亡

く
な
っ
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

242013.5



●
横
市
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
を
読
ん
で
、「
住

み
よ
い
ま
ち
」「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
て
の
取
り
組
み
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
私

の
地
区
で
も
目
標
に
し
た
い
で
す
。

（
高
城
町
大
井
手　

Ｋ
・
Ｓ
さ
ん
）

●
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
促
進
に
つ
い
て
、
市
役

所
で
も
女
性
職
員
の
積
極
的
な
登
用
や
育
成
に
取
り
組

ん
で
、
民
間
に
も
広
め
て
ほ
し
い
で
す
。

（
姫
城
町　

シ
ャ
ン
さ
ん
）

●
人
の
風
景
を
読
ん
で
、
守
屋
幸
子
さ
ん
の
活
動
に
感
動

し
ま
し
た
。
私
た
ち
夫
婦
も
90
歳
の
母
と
生
活
し
て
い

ま
す
。
身
の
回
り
の
こ
と
が
少
し
で
も
自
分
で
で
き
る

よ
う
、
見
守
り
な
が
ら
二
人
で
介
護
し
て
い
ま
す
。

（
大
岩
田
町　

ト
ム
ち
ゃ
ん
の
パ
パ
り
ん
さ
ん
）

●
子
育
て
が
忙
し
い
と
き
に
は
で
き
な
か
っ
た
お
菓
子
作

り
。
そ
し
て
、
子
ど
も
が
成
長
し
て
よ
う
や
く
作
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
今
、
食
べ
て
く
れ
る
の
は
夫
の
み
。
で

も
、
こ
れ
以
上
太
ら
せ
て
は
と
、
悩
み
ま
す
。

（
志
比
田
町　

ひ
よ
こ
ぐ
み
さ
ん
）

●
新
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
息
子
の
た
め
の
荷
づ
く
り
で

の
こ
と
。
重
く
な
り
過
ぎ
て
は
、
減
ら
し
て
み
た
り
足

し
て
み
た
り
…
。
せ
め
て
食
べ
る
こ
と
に
困
ら
な
け
れ

ば
と
思
い
、
ま
た
詰
め
直
し
て
い
ま
す
。

（
高
木
町　

ぴ
い
ち
ゃ
ん
）

▼

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

◎問い合わせ
　生活文化課・国際化担当
　☎23-2295

このコーナーでは、寄せられた「わたしの一言」の中から一部を紹介します。
また、皆さんから寄せられたご意見につきましては、今後の広報紙作成に生かしていきます。

あっという間に１年経ちました。振り
返ってみれば、胸に残ったものが山ほどあ
ります。国の関係は厳しい１年でしたが、
日本人の友情を強く感じました。仕事上は
もちろん、いろんな人たちが民間交流を進
めていることは、記憶に残っています。
一番印象に残っているのは、震災後の四

川省の復興に力を貸すため、建設技術指導
に行ってくれた日本人のボランティアの皆
さんの活躍です。山崩れが頻繁に発生し続
ける危険な現場の話を聞いて、言葉になら
ない感動が湧き出してきました。
そういったたくさんの友好の心をお土産

に帰国します。日本にいる間に得た宝物と
して周りの人や学生たちに伝えます。
お別れの話が上手に言えない私は、広報

のコーナーを利用して「さようなら」の代
わりに、「ありがとう」という一言を告げ
たいと思います。
ぜひいつか、温かい都城に

戻ってきます。皆さん、后会有
期（いつか会いましょう）！

今月号を読んでのわたしの一言

ありがとう 都城の皆さん
管尹莉（カンインリ）さん（中国） Vol.５

① 今年度から始まった学校での取り組み。都
城市〇〇運営協議会制度。

② 都城の魅力を全国に発信する「みやこん
じょ〇〇」。第１号に宮田若奈さん。

③ あなたが普段心掛けている環境美化への取
り組みは（自由回答）

広報Vol.89
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電話番号　（　　　　　）　　　　　－

フリガナ

氏　名

ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合は、イニシャルで表示させていただきます

住　所

P O S T  C A R D

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

都城市役所秘書広報課行
（広報都城 No.89 2013年5月号）

今月の読者プレゼント
施 設 案 内

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、氏名、電話
番号と、わたしの一言や５月号を読んだ感想を書いて
〒885-8555　秘書広報課まで。正解者の中から抽選で
１人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受け付け、当選
者への商品の発送以外には利用しません

◎応募締め切り　５月31日㈮　当日消印有効
◎発表　本紙７月号
※このコーナーでは広報プレゼントの寄付事業者を募集してい
ます。詳しくは秘書広報課まで問い合わせください
◎３月号クイズの結果【応募総数36通】

　★正解／①子ども　②防災　③いちご
◎３月号当選者　小倉　いずみさん（南鷹尾町）
　　　　　　　　早

わさだ

田　美智子さん（姫城町）

【都城茶の新茶詰め合わせ 4,000円相当】
商品提供事業者
都城茶商工業協同組合
（都北町）

☎38ｰ2921
香り高い新茶の季節。
安心安全で良質な都城
茶をぜひ、ご愛飲くだ
さい。

◆美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9:00～17:00（入館は16:30まで）
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎「新しい物語のはじまり2013」　～５月12日㈰
◎収蔵作品展「こうぼのちから」　
　５月28日㈫～７月７日㈰
◆都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　9:30～17:00（入館は16:30まで）

入館料　一般210円 高校生150円 小・中学生100円
※毎週土曜日は、小・中学生は無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎企画展「遊びにいこう！　大昔の都城へ」
　～９月１日㈰
◆都城島津邸（早鈴町） ☎23-2116
開館時間　9:00～17:00（入館は16:30まで）
観覧料　「本宅」小学生以上100円
　　　　「都城島津伝承館」一般210円
　　　　 高校・大学生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◎収蔵作品展「都城と都城島津家」　～６月23日㈰
◎五月人形展　～５月19日㈰
◆人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆山之口弥五郎どんの館（山之口町） ☎57-3713
開館時間　9:00～17:00
入館料　無料
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9:30～17:00（入館は16:30まで）
入館料　一般210円　高校生150円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆旧後藤家商家交流資料館（高城町） ☎58-6900
開館時間　10:00～16:00
入館料　大人200円　小・中学生100円
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日）
◆たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　10:00～15:00
　　　　　㊎、㊏、㊗の前日は19:00～22:00も開館

入館料　中学生以上300円　小学生100円
休館日　毎週木曜日（木曜日が祝日の時はその前日）
◎万華鏡作り　※要予約（限定20組）
　６月９日（日）　10：00～12：00　材料費500円

▲

点
線
に
沿
って
お
切
り
く
だ
さ
い（
郵
製
は
が
き
で
も
可
）

※５月16日～６月15日の日程



平成25年４月 1日現在 前月比 前年比
世帯数 70,650 世帯 （  212） （  463）

人口総数 166,792 人 （－ 1,057）（ー 962）

男 78,025 人 （　－ 622）（－ 515）

女 88,767 人 （　－ 435）（－ 447）
※平成22年国勢調査確定値基づく推計人口です

都城市現住人口

広報紙に掲載する写真を撮るため、外へ出掛け
るのには心地よい季節。この時期は、黄砂の

影響で空がかすんでしまい、くっきりとした写真がな
かなかとれません。黄砂は、PM2.5の影響でめっき
り悪者のイメージがついた感がありますが、ミネラ
ル分を多く含み土壌や海洋に良い影響を与えている
という説もあります。「春

はるがすみ

霞」も風情がなくなったと
思いつつ、鼻をぐずぐずいわせながら今日も洗車に
いそしみます。（知）

風薫るこの季節、都城の風物詩となっている庄内川の
こいのぼり。荘内商工会青年部が、子どもの健やかな成
長を願い、毎年この時期に庄内川の堤防150mに沿って
高さ10ｍのモウソウ竹30本を立て、150匹のこいのぼり
を、掲揚しています。訪れ
た家族連れらは、大空に舞
う色とりどりのこいのぼり
を見上げながら、川面を走
る春風を感じていました。

春風に舞うこいのぼり

イベントカレンダー
（５月16日～６月15日）

※【　】内は場所、問は問い合わせ先

都城市エリア

５
月

20日㈪～26日㈰
父の日絵付け教室【竹

ちくら

楽館】　※要予約
問　竹楽館　☎58-6150

６
月

１日㈯　13：30～
お田植え祭り【東霧島神社】
問　東霧島神社　☎62-1713

２日㈰　９：00～
高崎町どろんこバレーボール祭
【高崎小学校南側の水田】
問　同実行委員会　☎62-4448

環霧島エリア

5
月

19日㈰　９：30～
高原駅開業100周年記念イベント【高原駅前】
問　同運営委員会　☎0984-42-2115

25日㈯～6月16日㈰
19：00～
出の山ホタル恋まつり【出の山公園】
※土・日曜日のみ開催、ホタル鑑賞は平日可
問　小林観光協会　☎0984-22-8684

テレビ番組

ラジオ番組

◆編集後記

インフォメーション

今月の表紙

■MRTラジオ（AM放送936kHz）
「みやこのじょうドキドキナビ」
毎週：月～金曜日（祝日除く）15：30～15：45
■シティエフエム都城（FM放送76.4MHz）
「インフォメーションM」　毎週：月～金曜日
9：49～9：54、15：54～15：59（再）

■BTVケーブルテレビ
　（デジタル111ch）
※毎回10分間放送
「みやこんじょジャーナル」
　①  6：50～　②11：50～　③17：50～
　④20：50～　⑤22：50～

市の提供番組紹介

●日時　６月16日㈰　
　       開演17:00（開場16:30）
●料金　全席指定　8,400円
　　　　  ※ ６歳未満の入場はお断りします

●日時　５月18日㈯　
　1回目　10:00～12:30　2回目　14:00～16:30
●料金　900円
●定員　各20人

都城では２年ぶりのコンサート。心
にしみ入る歌声と軽妙なトークをお
楽しみください。

小学生と保護者対象の体験イベント
「プラザんキッズ」2013年第一弾は
色とりどりの和紙を使ったキャンドルホ
ルダー作りと空き缶を使った影絵キャ
ンドルホルダー作りです。どんなキャンドルホルダーが出来上がるかな？

◎問い合わせ　都城市総合文化ホール　☎23-7140

◎問い合わせ　ウエルネス交流プラザ　☎26-7770

さだまさし 

プラザで遊ぼ！
プラザんキッズ2013

コンサートツアー 2013

スマートフォンか
らも市政情報がご
覧になれます

高原町

小林市
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